
ISSN 1883-1818

ジ ＼ ノ 」ソ ー
Asia-Pacific Association for Machine Translation

」 」 」  」」」

   ▽椋女轟 垂・一…-ri Holm＼

一 一脚 畑 綱19覧

竃∵メ菱
    CaNH-6a前Ha yy?__Xir〕Lρ与δδ＼
               _ .一_…一                      ,,,

June 2014 No .56

アジア太平洋機械翻訳協会



目 次

巻頭 言:

特 別 寄 稿;

lll1究報 告:

、丁語 資 源 紹 介;

連 載:

シ ンポ ジ ウム 報 告:

シ ンポ ジ ウム 報告:

シ ンポ ジ ウム 報 告:

製 品 紹 介:

研 究 会活 動 報 告:

委 員 会活 動 報告

委 員 会活 動 報告:

委 員 会活 動 報告:

AAMT 1 のひ ろ ば:

'1}:務11,)からの お 知 ド)せ:

編 集 後 記

翻 訳 の イ ノベ ー シ ョン

自然言語処理の過 去、現在、将 来

情 報通信研 究機構 にお ける長 文機械翻訳の実川化

隅 田 英 一郎

長尾 真

アジア学術 論 文抜粋 コー パスASPEC

内 山 将夫

中澤 敏明

坂本 義行

内田 真 弓

山崎 敏 正

岩 倉 友 哉

本間 奨

1

3

pD

9

機 械 翻1訳事 女台め[III]

機械 翻訳の現状 と展望

取 説 新 時 代 に 向 け て の テ クニ カ ル コ ミュ ニ ケー ター の役 割

自然 、享語 処理 の 発 展 にlll1けた情 報 共有 ・討 論

外lk隔 特 許 調 査を 目本、il辛でJえ るMT Plus II!NEF

AAMT/Japio特 許翻 、訳研 究 会拡 大評 価 部 会 の 活 動 につ い て

これ まで のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

、亨語 処 理 学 会 第20回 年 次 大 会 で の 発 表 報 告

UTX Converter(UTX変 換 ツ ー ル)仕 様 井

江原 暉将

協会活動報告(2014年411～2014年5}D

機械翻 訳課題 調査委員会WG1,2,

機械翻訳 課題 調査委員会WG12.

機械翻訳 課題 調査 委員会WG3_.

        春遍 雀來

AAMT事 務 局..

13

23

28

36

39

43

..45

..50

..55

59

.61

63



CONTENT

Foreword:

Special report:

Report:

language resources:

Series

Symposium Report:

Symposium Report:

Symposium Report:

Products & Services:

Committee Report:

Trans且ation Innovation                                    E. Su〃:ita

Past, Present and Future ofNatural Language Processing                ルf.陥9αo

Deployment ofNICT Machine Translation for Long Sentences............................M. Utiyama

Asian Scientific Paper Excerpt Corpus, ASPEC ..................................................T. Nakazawa

History of Machine Translation [皿]                    Y.Sakamoto

Present situation and future prospects ofMachine Translation............................M. Uchida

The role ofTechnical Communicator for the manual new era ..........................T. Yamazaki

Introduction to the workshop of the 20th annual meetings ofthe Association

   for Natural Language Processing....................................................................... T.lwakura

MT PIusllMEF spread which can conduct foreign patent research in Japanese..S.Honma

Research Activities ofthe AAMT/Japio Special Interest Group on Patent Translation,

  MT Evaluation Working Group...................................................................... T.Ehara

AAMT Forum mail magazine vol.2.................................................................... WGI,WG2

Report on questionnaire results ofusing machine translation

   for business translations .............................................................................. WGI, WG2

1

3

5

0
ノ

13

23

Zs

36

39

Committee Report:

Committee Report

Committee Report

AAMT Members:

AAMT Activities:

Editor's Note:

43

45

UTX Converter Specification WG3

AAMT Activities(from March r 2014to May 2014)

J.Halpern

T.Utsuro

50

55

59

61

63



:c

翻 訳 の イ ノベ ー シ ョン

     隅田 英一郎

独立行政法人情報通信研 究機構(NICT)

  eiichiro.sumita@nict.go.jp

五 輪 の 東 京 開催 とい う追 い風

 昨年の9月8日 に2020年 五輪の東京開催が

決定 しま した。これを 日本の再浮上に活用 しよ

うとい う活動が 日本 中で盛 り上がっています。

 今年1月 に、今回の東京五輪の経 済効果 は

19.4兆 円 と竹中平蔵氏が試算 したと報道 され

てお り、同試算の中では訪 日外国人の増加が重

要 な要素 と想定 されています。

 日本語 とい う言葉 の壁 とこの壁 を越 えるた

めの翻訳産業 と自動翻訳技術が クローズア ッ

プされ ることは必定です。例 えば、日本政府は、

東京五輪に間 に合 うように先端技術 の研究開

発 を前倒 し、未来を先取 りす ることを狙 うこと

が報道 されてお り、その中では、文化や背景な

ども理解す る自動翻訳技術の開発 を9年 前倒

しするとうたわれています。

 翻訳産業 と自動翻訳技術に強い追 い風が吹

いています。

JTFとAAMTの 昨 年 来 の 接 近

 アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)の 総会

では、翻訳会社や翻訳者の方々の参加が全体の

6割 にのぼ りま した。翻訳産業側に 自動翻訳技

術の現状は どうなっているのか、どこまで使 え

るものなのか、と関心が高まっていることの表

れで しょ う。

 日本翻訳連盟(JTF)総 会後の講演会 と懇親

会 に参加 された中岩AAMT会 長 と翻訳産業の

方 々 との間で活発な意 見交換がな され たよ う

です。また、JTFの 翻訳祭 ではAAMTの セ ッ

シ ョンが設け られ ま した。これは 自動翻訳技術

の研 究開発側か らのアプ ローチ と言えま しょ

う。

 果た して、翻訳産業側 と自動翻訳技術の研究

開発側 の双方の相手側への接近は、両者の間の

壁 を壊 して、果実を実 らせ るので しょうか?

自動 翻 訳 の 翻 訳 品 質 の 再 評 価

 自動翻訳システ ムの翻訳 品質 に関 して相反

す る意見があ ります。翻訳対象 となる言語対が

何か、対象が専門的か一般的か、内容 をざっと

把握す るために利用す るのか、人間による翻訳

の下訳 として利用す るのか、と様々な条件の影

響 を受 けるか らで しょう。

 翻訳産業側 では 自動翻訳 システ ムの翻訳 品

質 について今 まで否定的な意見 が 目立っ こと

が多かったのですが、一方で、翻訳実務では、

専門用語の辞書 引きや訳語 の統一のために 自

動翻訳 システムが活用 されてもきま した。また、

先 日、第一級の翻訳者の方か ら、英 日の 自動翻

訳システムの翻訳品質は、かつては箸にも棒 に

もかか らなかったけれ ど、最近、目に見えて良

くなった と伺いま した。

大 幅 な 品 質 向上 の 理 由

 この背景には技術革新があ ります。翻訳例 を

集積 したデー タベース(対 訳 コーパス と呼び ま

す)に 基づ く翻訳手法が創出 された後、熾烈な

研究競争が行われ、アル ゴリズムが 日進月歩 し

ているか らです。
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 仏英や韓 日などの似 た言語対 では、早期 か ら

高い翻訳品質を実現 していま したが、英 日のよ

うに語順 が大 き く異な る言語対では翻訳品質

が低 く、年々、改善を示 しつつ も長い間従来技

術 の翻訳品質 を上回 ることがで きませ んで し

た。

 2010年 以降に提唱 された一連の語順変換 と

訳語選択を分離す る技術が奏功 し、英 日の特許

文の場合、2013年6月 開催の第10回NTCIR

のPatentMTワ ー クシ ョップで、対訳コーパ

スに基づ く翻訳手法 の翻訳品質 が従来法の品

質を上回 ることが確認 されま した。今後も差が

広がってい くで しょ う。

ALL JAPAN対 訳 コー パ ス の 構 築

 対訳 コーパ スに基づ く翻訳手法の翻訳品質

の向上には二つの柱があ ります。①良いアル ゴ

リズムの創出 と②対訳コーパスの増量です。ア

ル ゴリズムは同 じても、対訳 コーパスの増量で

翻訳品質を上げることが出来ます。

 この翻訳 品質への貢献 が大 きい対訳 コーパ

スを作成す る方法はいろいろあ ります。新規 に

翻訳す る、既存デー タの権利者 に利用許諾をい

ただく、WEBか らクロールす る。あ らゆる方

法を駆使 して集 め られています。

 ここで、日本 の翻訳産業全体の生産 している

対訳 コーパスの量を考 えてみま しょう。翻訳産

業の年間総売 り上げは2000億 円 と言われてい

ます。1文 宇10円 とす ると200億 文字にな り

ます。1単 語2文 字 として100億 語。1文20

単語 とす ると5億 文です。これは極 めて膨大な

量です。これ使 って、ALI、 JAPANの 自動翻訳

システムを構築すれ ば相 当の高品質が期待 で

きます。

 残念ですが、現時点では、 「夢物語」です。

 翻訳会社や翻訳発注元の会社は、翻訳結果を

自動翻訳 システ ムの訓練 のために拠 出す るこ

とに消極的で、毎年膨大な対訳 コーパスが死蔵

されていくか、翻訳 メモ リー として 自社で局所

的に活用 され るに留まっています。この ような

小規模対訳 コーパスの有用性は限定的です。ネ

ッ トにつなが らないスマフォ と同 じです。この

対訳 コーパス を 日本全体 でネ ッ ト化 して活用

すれば、日本は高品質の 自動翻訳システムを手

に出来、翻訳産業の高効率化、翻訳の低価格化、

新分野の翻訳市場の開拓が実現す るで しょう。

 この ビジョンに敗者 はいません。

 自動翻訳 システムの高品質化 ため対訳 コー

パスを再利用す るポ ジテ ィブ・スパイラルが実

現 して、5億 文1年のペースで進めば、将来は、

想像 を絶す る高品質な 自動翻訳 システムが出

現するで しょ う。小 さな対訳 コーパスのネ ッ ト

化 による共有が大きな市場を生むのです。

 ステークホル ダーが決断す るだけで、「正夢」

にな ります。

イ ノベ ー シ ョンが 実 現 す る

 日本の翻訳 産業 と自動翻訳技術の研 究開発

に、このイノベー ションは本当に起 こるので し

ょうか?イ ノベー シ ョンのジ レンマ に囚われ

て、縮小 しつづ け何 も起 こらないので しょ う

か?

 私には、イ ノベーシ ョンの可能性に気付いた

人々が発 している色々な兆 しが見えています。

オセ ロゲームのよ うに一気に局面は変わ り、こ

の夢が2020年 以前に実現するで しょう。異業

種 か らも参入 して翻訳産業は活況 を呈するで

しょう。私は このイノベー ションを楽 しむ予定

です@
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一
自然言語処理の過去、現在、将来

  長尾 真

京都大学名誉教授

1.自 然言語処理の歴史

 コンピュータは第二次大戦の末期 に暗号

解読のために作 られたが、これが計算のみ

な らず言語の翻訳 に使 えるだ ろ うと気づか

れた。例 えば英語 とフランス語の間では単

語を入れ替えるだ けでかな り分かる とい う

わけである。 したがって最初は単語の形態

素解析 が中心であったが、す ぐに語順、つ

ま り文法構造を解明 しなければだめだ とい

うことになっていった。

 こ うして機械翻訳(MT)へ の関心は米英

の研究者の間で高ま り、1957年 に ソ連

が世界で初めて人工衛星スプー トニ クを打

ち上げたシ ョックもあって、米国は露英MT

の研究にかな りの研究費を投入 した。 しか

し1965年 になっても成果 はあま り上が

らず、MTは 時期尚早 とい う結論 とな り、も

っと基礎的に計算言語学(NLP)の 研究 を

すべきであるとい うことになった(ALPAC

報告書、1966)。

それ以来NLPの 研究は世界各国で始 めら

れ るとともに、その世界会議(計 算言語学

国際会議、COLING)が1965年 に始め

られ 、2年 ごとに世界各国で開催 され るこ

とになった。 日本では1980年 に東京 で

開催 され、 日本の研 究者の増加 につながっ

た。1994年 には京都で開催 されている。

自然言語に関す る国際会議はCOLING以 外

にTMI(MTの 理論 と方法論国際会議)、

MT サ ミ ッ ト 、 TAUS(Translation

Automation Users'Society)、 そ の他 が あ

る。MTサ ミッ トは科学技術庁の 日英MT

プ ロジェク トの終了に伴 って、その成果を

世界に示す ために始 めた もので、第一回を

1987年 に箱根 で行った。

 日本にお けるMTは1959年 に電気試

験所の 「やま と」がパ リでのIFIP(情 報処

理国際会議)で 発表 されたほかに、九州大

学の 日英独3か 国語相互翻訳のシステムが

その頃に作 られた。 関連す る活動 と しては

1960年 に情報処理学会、1970年 に

電子工業振興協会にMT研 究会、1982

年か ら4年 間の科学技術庁の 日英MTプ ロ

ジェク ト、1990年 にAAMT,1991

年 にIAMT, 1994年 に言語処理学会の

発足な どがあって、日本のNLPの 研究が世

界 と肩 を並べて進展 してきている。

 MTを 実用化す る努力は ヨー ロッパ共同

体 で1960年 代か ら行 われてきていて、

英語 とフランス語間の翻訳はほぼ実用 され

ていると言ってよいだろ う。 フランス語 と

イ タ リア語 間の翻訳 も同様である。 しか し

多言語間の翻訳 システムの開発 は努力がな

されている とはいえ、困難が多い。 日本 の

場合 も 日韓MTは かな り良質であるが、そ

の他の言語 については一層の努力が必要 で

ある。 これか ら挑戦すべ きは 日中MTで あ

ろ う。

 NLPの も う一つの分野である情報検索関

係 では、H. LuhnのKWICと 重要語の抽出、

G.SaltonのSMARTシ ステムなどの成果が

あ り、医学論文の検索システムMEDLARS

が1964年 に作 られたほかに、1965

年 にはT.Nelsonの ハイパーテキス ト、
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1967年 に ブ ラ ウン コー パ ス 、1970

年 にはE.Coddの リレー シ ョナル デ ー タベ

ー ス とい った成 果 が米 国 で あ った が 、 日本

で は この分野 に見 るべ き もの が なか った。

2.言 語のモデル研究の種 々

 言語 のモデル としては1950年 代 か ら

オー トマ トン理論 が発展 し、1957年 に

はN.Chomskyの 有名 な文法の3階 層理論

が出され 、その後種 々の文法理論が提案 さ

れて きた。 これ らの多 くは今 日実際の言語

の解析に有効 に使われている とは言い難 い

が、この分野 の研究者 にとっては知ってお

くべきものである。

 NLPの 研究分野は基礎か ら応用 まで非常

に広い。単に文法理論だけに興味を示すの

でなく、言語学一般 、形態素、文法、意味、

文脈 、音声な ど、全ての分野 において何が

問題 となっているか、 どこまで進 んでい る

か といったことに関心 を持つ必要がある。

ある分 野の成果 と他 の分野の成果を組み合

わせれば新 しい成果 が得 られ る とい うこと

もあるか ら、常に広い視野で解決すべき課

題 について考 えるべ きで あろ う。NLPの

種 々の研究分野 については文献1,2を 参

照 され たい。

 NLP研 究を行 う環境は今 日かな り整備 さ

れてきて いる。処理のための ツール として

は、多 くの ソフ トウエアがオープ ンソフ ト

として入手で きるし、各種 の電子辞書 のほ

かに、種 々のテキス トコーパ スが利用 でき

るよ うになって きている。 中で もワー ドネ

ッ トやEDRの 辞書 とシソー ラスな どは重

要で役 に立っ。

3.こ れからの課題

 これ か らの課題 としては、大規模テキス

トコーパ スの解析 によって、言葉 の意味 と

は何かについて コンピュー タ処理 の立場か

ら考え役 に立つ ものを作 るこ とや文法規則

の再構 築(こ れ は確 率的 に示すべ きだ ろ

う)、信頼性の高いシソーラスを作 ること、

豊かな用例 を持 った辞書、対訳辞書な どを

整備する こと、 さらには知識 システムの作

成 にまで発展す ることが望まれ る。 これは

これか ら重要 となる対話 システムの作成に

欠 くことのできないものである。

 MTは 用例主導MTと 統計MTと が大規

模テ キス トデー タの利用 によって飛躍的な

進展 をみせ てい るので、あと10年 もすれ

ば最 も難 しい と言われている日中MTに お

い て も質 の良い システ ムが作 られ るだ ろ

う。2020年 に東京で開催 され るオ リン

ピック ・パ ラ リン ピックでは東南アジアを

含む世界の多 くの言語間の音声MTを 実現

させなけれ ばな らないだ ろ う。今度 こそは

期待 を裏切 らない ように しなければな らな

い。

(以上は2014年3月18日 札幌で開催

された言語処理学会大会の招待講演 「NLP

の過去、現在、未来」(長 尾真)を 基 として

少 し付 け加 えた)

文 献

1)言 語 処 理 学 事 典 、 共 立 出 版 、2009

2)Oxford Handbook of Computational

  Linguistics, Oxford University Press,

  2003
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一
情報通信研究機構における長文機械翻訳の実用化

  内山将夫

(独)情 報通信研究機構

1.は じ め に

 統計的機械翻訳(SMT)は 、1990

年代の初頭に単語ベースのモデルが提案[1]

され 、その後 、フ レーズベースのSMT、

構文構造を利用 したSMTに 発展 した。

 当初のSMTで は、 日本語 か ら英語へ の

翻訳や、英語か ら日本語への翻訳 とい う、

日本人に とって非常に重要な言語間の翻訳

を精度良 くす ることは不可能 だった。その

理 由は、次の2つ である。

 まず、SMTに は、大規模 な対訳デー タ

が不可欠だが、一般 に研 究利用可能な大規

模 日英対訳データは2008年 のNTCI

R-7の 特許翻訳タスク【2]まで、存在 しな

かった。 次に、 日本語 と英語 は、文の構造

が非常に異な るため、た とえ、数百万文の

対訳データがあった として も、単純 なSM

Tの 手法を適用す るだけでは、精度の良い

翻訳は不可能である。

 これ ら2つ の問題は、旅行会話翻訳[3]等

の短文 の翻訳ではそれほ ど問題 にな らない

が、長文の翻訳 に対 しては、大きな問題 で

ある。以下では、(独)情 報通信研究機構(N

ICT)に お ける長文のSMTの 実用化 に

ついて述べる。

2.長 文翻訳における課題

 具体的には、現状 、128GBメ モ リ程

度の計算機で あれば比較的簡 単に レンタル

で きることか ら、128GB程 度の メモ リ

でス トレスな く動 くよ うな翻訳モデル のサ

イズ とす る必要がある。また、平均23単

語程度 の文について、最低限、1文 あた り

1秒 程度で翻訳できる必要がある。

 これ らの課題 を満たす ことは、後述す る

特許翻訳 においては、1000万 文を超 え

る対訳文 をSMTの 訓練に利用するため、

それ ほ ど簡単ではないが、現状のSMTの

方式のなかでは、フ レーズベースのSMT

は問題 なくこれ を満たす ことか ら、NIC

Tで はフ レーズベースのSMTを 長文翻訳

のエ ンジンとして採用 している。

3.長 文翻訳方式

 もっとも、従来のフ レーズベー スのSM

Tだ けでは、前述の ように、長文 について

は、 日英 の言語間の構造 の違いには対処 で

きない。 この問題 に対 して、最初の解決が、

文献[4】で提案 された。 この方法は、英語 を

日本語 に翻訳す るときに適用 されたが、そ

の ときに、 日本語 では主辞が後 ろに来る と

い うことから、入力の英語 を構文解析 して、

主辞を後 ろに移 した後で、フ レーズベー ス

のSMTを 適用するとい う手法である。

 長文翻訳 の実用化には、対訳の収集 、構

文構造の違 いへの対処に加 えて、翻訳モデ

ルのサイズと翻訳速度 も重要である。
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 この方法を本稿では語順変換 と呼ぶが、

語順変換のあ とでSMTを 適用す ることに

よ り、英 日特許翻訳にお いては、規則ベー

スの機械翻訳 を上回 る性能が達成可能 なこ

とがNTCIR-10で 確認 され て い る

[5)O

 NICTで は、語順 変換 十フ レー ズベー

スSMTが 、精度 と速度 とサイズの観点か

ら、現状では実用化 に最適 と考 えて、この

手法を採用 している。ただ し、NICTは 、

英 日翻訳 に限定することな く、 どの ような

言語対であって も、原言語 の構文解析 が利

用で きる場合 には適用可能な手法 を開発 し

ている。

 ニ ッパ ツ と共 同開 発 した英 日特 許 翻 訳 エ

ンジ ン は、 特許 要 約1件 あた りの訳 語 誤 り

数 を 、従 来 技術 と比 べ て 、約12分 の1に

した。 ニ ッパ ツ は 、 この技 術 を利 用 して 、

英語 特 許 を対象 に して 自動 翻 訳 サー ビス を

事業 化 した[7」。

 KIと 共 同 開発 した 英 日ITマ ニ ュア ル

翻訳 エ ン ジ ンは 、機 械 翻訳 の結 果 を人 手 で

後編 集 す る こ とに よ り、 人手 翻 訳 の コス ト

を30%削 減 可能 であ る[8]。

 これ らの共 同 開発 は、NICTの コア の

SMT技 術 に、 JAPIO・ ニ ッパ ツ ・K

Iの 翻 訳 資源 や ノ ウハ ウが加 わ る こ とに よ

り、可 能 とな った もの で あ る。

4.長 文翻訳の実用化 5.残 され た課 題

 SMTで は 、同 一 アル ゴ リズ ム を、 異 な

る対 訳 デ ー タ に適 用す る こ とに よ り、 異 な

る分 野 に対応 した 翻 訳 エ ン ジ ンを作 成 可 能

で あ る。

 NICTで は 、 中 日特 許翻 訳[6]、 英 日特

許翻 訳[7]、 英 日ITマ ニ ュアル翻 訳[81に つ

いて 、それ ぞれ 、 日本 特許 情 報機 構(JAP

IO)、 日本 発 明資料 株 式会社(ニ ッパ ツ)、

川 村 イ ン ター ナ シ ョナ ル株 式 会 社(KI)

と共 同開発 した。

 JAPIOと 共 同 開発 した 中 日特許 翻 訳

エ ン ジ ンの翻 訳 率(翻 訳 者 の 判 定 に よ り意

味 が通 じる と判 定 され た文 の割 合)は 、 従

来 技術 の3倍 以上 で あ る。JAPIOは 、

このSMTエ ン ジ ン を利 用 して 、 中国 特 許

を 日本 語 に翻訳 し、 デ ー タベ ー ス化 し、 特

許検 索 事業 と してサ ー ビス を開始 した[6]。

 英 日翻訳 に関す るSMTの 翻訳精度は、

ここ数年で飛躍的に改善 したが、SMT全 般

に関す る課題 は多い。 逆に言 えば、SMT

の翻訳精度 の改善の伸び しろは大きい。

 まず、SMTの 大 きな利点は、多言語 に

つ いての横 展 開が比 較的容 易 な こ とであ

る。NICTで は、多言語 コーパスの収集 ・

作成のために、文 アライメン ト技術[9】を多

言語展 開 してい る。 また、英語等 を仲介言

語 とす るピボ ッ ト翻訳[10]に ついて も研究

している。

 次 に、翻訳 品質の観 点か らは、訳抜け ・

湧き出 しが大きな問題 である。 関連する話

題 としては、 日英翻訳において、 日本語 に

おけるゼ ロ代名詞 を、英語側で訳出 しない

といけない とい うものがある。
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  現状、入力文 に表出 され てい る情報 に

つ いては、それ を訳 出す ることはかな りで

きるよ うになっているが、ゼ ロ代名詞 のよ

うに表出 されていない情報の訳出は、今後

の課題である。

  最後に、SMTエ ンジンのカスタマイ

ズも重要である。現状、SMTエ ンジンの

カスタマイズには、ある程度 の専門知識が

必要であ り、そのこ とがSMTエ ンジンの

普及を妨げている一因 と考 えている。

7。 お わ り に

 SMTに よる自動翻訳サー ビスは、用途

を限定すればす でに高精度 なものが実用化

されている。 しか し、汎用的で高精度 な多

言語 自動翻訳は、現時点では存在 しない。

この実現は大きなチ ャレンジだが、NIC

Tで は、SMTの 基礎研究 と実用化への開

発 とパー トナー との協力 によ り、高精度翻

訳ができる言語対 と分野 を増や してい く予

定である。
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一
ア ジ ア 学 術 論 文 抜 粋 コ.___パスASPEC

 中澤 敏明

科学技術振興機構

1.は じめ に

 本 稿 で は 、科 学 技 術 振 興 機 構(JST)よ り公 開 さ

れ た ア ジ ア 学 術 論 文 抜 粋 コ ー パ ス(Asian

Scientific Paper Excerpt Corpus, ASPEC)に っ い

て 、そ の作 成 ・公 開 の経 緯 や 特 徴 な どに つ い て 述 べ

る。ASPECは 、約300万 対 訳 文 か らな る 日英 論 文

抄録 コー パ ス(ASPEC・JE)と 約68万 対 訳 文 か ら

な る 日中論 文抜 粋 コー パ ス(ASPEC・JC)と で構 成

され る 、 世 界 初 の 大 規 模 な 論 文 対 訳 コ ー パ ス で あ

る。本 コー パ ス を広 く利 用 して も ら うこ とで 、機 械

翻 訳 に限 らず 、科 学 技 術 論 文 を対 象 と した様 々 な 自

然 言 語 処 理 技 術 の 向 上 に寄 与 し、延 い て は ア ジ ア全

体 で の科 学 技 術 交 流 お よび 発 展 を促 進 す る こ とが 、

本 コー パ ス公 開 の 目的 で あ る。

 現 在 は 日英 中の3言 語 が 含 まれ る のみ で あ る が 、

今 後 様 々 なア ジア 言 語(例 え ば韓 国語 、ベ トナ ム 語 、

タイ 語 、イ ン ドネ シア 語 、 ミャ ンマ ー 語 な ど)の コ

ー パ ス も追 加 して い き た い と考 え て
、名 前 にAsian

と入 って い る。

 本 コー パ ス を利 用 す る際 に は 、ASPECのWeb

サ イ ト(http:〃orchid.kuee.kyoto・u.ac.jp/ASPEC/)

に あ るデ ー タ利 用 規 約 同 意 書 の 内 容 に 同 意 す る 必

要 が あ る。 なお 商用 で の利 用 は不 可 とな っ て い る。

 以 降 の 章 で は ま ず コー パ ス 作 成 の 経 緯 を 簡 単 に

述 べ(2章)、 日英 ・日中 各 コー パ スの 特 徴 に つ い

て述 べ る(3章)。4章 で はASPECを 利 用 して行 わ

れ る評 価 型 翻 訳 ワー ク シ ョ ップWATに つ い て簡 単

に紹 介 し、最 後 に本 稿 を ま と め る。

2.コ ーパス作成の経緯

 ASPECは 、2006年 度から2010年 度に実施され

た、科学技術振興調整費による重点課題解決型研究

「日中 ・中日言語処理技術の開発研究」プロジェク

トの成果の一部である(最 終成果の全容は 「機械翻

訳技術のイノベーション」シンポジウムにて報告さ

れた)。 このプロジェク トの目的は、専門用語など

の大規模対訳辞書の作成 と科学技術論文に対応 し

た機械翻訳システムの構築により、アジア諸国と日

本の科学技術交流を促進 ・発展させることであり、

その研究課題の一っ として翻訳システムでの利用

を想定した対訳コーパスの作成があった。

 プロジェク トの開始 当初は比較的 リソースを集

めやすい日英の対訳コーパスを作成 し、これを用い

た辞書構築手法や翻訳システムの有効性の検証を

行っていた。これと平行 して 日中の対訳コーパスを

徐々に作成 し、最終的に日中 ・中日の大規模辞書や

機械翻訳システムの構築を行った。

 日英対訳 コーパスに関 しては既 に様々な科学技

術分野の対訳抄録が存在 し、そこから対訳文を抽出

することで作成 したため、コーパスにはあらゆる科

学技術分野の文が含まれている。なお、元となる対

訳抄録は 日本語から英語に翻訳 されたものを使用

している。一方、日中対訳 コーパスに関してはその

ような既存の資源がなかったため、日本語文献を人

手で中国語に翻訳することで作成 した。あらゆる分

野を網羅的に翻訳することが困難であったため、中

国における科学技術重要分野などの調査と、日本国

内の研究者 ・技術者などの文献データベースの利用

傾向から 「医学」「情報」「生物」「環境」「化学」「材

料」「農学」「エネルギー」分野に絞って翻訳を行い、

2,700万 字の日中対訳コーパスを作成 した。

3.コ ー パ ス の特 徴

 本 コー パ ス は機 械 翻 訳 で の利 用 を想 定 し、表1に

9



示 す よ うに 「訓練 デ ー タ」 「開 発 デ ー タ」 「開発 試 験

デ ー タ」 「試 験 デ ー タ」 の4つ の部 分 に 分 け られ て

い る が 、本 コー パ ス の利 用 目的 は機 械 翻 訳 に 限 らな

い。以 下 、日英 ・日中の 各 コー パ スの 特 徴 を述 べ る。

表1:ASPECに 含 まれ る対訳文数

デー タ種別

訓練デ ータ

開発デ ータ

開発試験 デー タ

試験デー タ

ASPEC-JE

3,008,500

1,790

1,784

1,812

ASPEC-JC

672,315

2,090

2,148

2,107

3.1日 英 論 文 抄 録 コー パ ス(ASPEC・JE)

 訓 練 デ ー タ は、JST所 有 の約200万 件 の学 術 論

文 日英 抄 録 対 か ら、 内 山 ・井 佐 原 の 方 法[1]に よ り、

情 報 通 信 研 究 機 構(NICT)が 作 成 した もの で あ る。

抄 録 対 か ら文 単 位 の 対 応 を 自動 抽 出 す る こ と で作

成 され た コー パ ス で あ る た め 、各 対訳 文 は 必 ず しも

完全 な対 訳 に な っ て い る とは 限 らな い。各 対 訳 文 に

は 内 山 ・井 佐 原 の 方 法 に よ り計 算 され た類 似 度 が 付

与 され て お り、類 似 度 の 高 い順 に 並 べ られ て い る。

つ ま り最 初 の 方 は 対 訳 文 と して の 質 は 高 い が 、後 ろ

の 方 に 行 くに つ れ 質 が 低 下 す るた め 、訓 練 デ ー タの

使 用 には 注 意 が 必 要 で あ る。

 開 発 デ ー タ ・開発 試 験 デー タ ・試 験 デ ー タは 、JST

所 有 の 学 術 論 文 日英 抄 録 の うち 、訓練 デ ー タ に含 ま

れ な い抄 録 か ら対 訳 文 を抽 出 した もの で あ り、それ

ぞれ400抄 録 ず っ か らな る。これ らの デー タ に 関 し

て は 、文 対応 を 自動 で付 け 、全 て の 文 が1対1で 対

応 つ い た もの の み を利 用 して お り、訓 練 デ ー タ とは

異 な り、 元 の 抄録 全 体 を復 元 可 能 で あ る。

 ま た 各 対 訳 文 に は 、アル フ ァベ ッ ト1文 字 か らな

る分 野 記 号 が 付 与 され て い る。これ は 元 の 抄 録 が ど

の 学 術 分 野 の もの か を表 す もの で あ り、分 類 の詳 細

はJST分 類 コー ド(http:〃opac.jst.go.jp/bunrui/)

に記 載 され て い る。 アル フ ァベ ッ トと分 野 の 対 応 、

お よび 訓 練 デ ー タ 中 の各 分 野 の 割 合 を表2に 示す 。

表2:ASPEC-JE訓 練データ内の分野分布

記号 分野名

A科 学技術 一般領 域

B物 理学

C基 礎化学

D宇 宙 ・地球 の科 学

E生 物科学

F農 林水産

G医 学

H工 学一般領域

1シ ス テ ム ・制 御 工 学

J情 報工学

K経 営工学

Lエ ネルギー工学

M原 子力工学

N電 気 工学

P熱 工学、応用熱力学

Q機 械工学

R建 設工学

S環 境 工学

T運 輸交通工学

U鉱 山工学

W金 属工学

X化 学工学

Y化 学 工業

Zそ の他の工業

Top1M

・:.

149,406

36,233

19,949

80282

56,722

284,277

8,274

11,193

38,659

10,112

4,475

11,187

59,232

13,273

33,776

37,817

24,791

6,706

1,844

26,939

;..

33,749

2,244

ALL

28,608

297,292

116,400

59,083

266,209

186,265

1,016,024

39,279

47,856

131,298

22,583

7,006

27,480

197,269

47,178

102,157

128,710

51,765

16,967

4,635

:. :・

21,419

・::

7,393

ALL(%)

0.95

・::

3.87

1.96

8.85

6.19

33.77

1.31

1.59

4.36

0.75

0.23

0.91

6.56

1.57

3.40

4.28

1.72

0.56

0.15

 ::

0.71

3.29

0.25

Top1Mは 、 類 似 度 順 上 位100万 文 内 の各 分 野 の 文

数 で あ り 、ALLは 訓 練 デ ー タ 全 体 で の 文 数 、

ALL(%)は 各 分 野 の割 合 で あ る。

 図1にASPEC・JEの 訓 練 デ ー タの サ ン プル を示

す 。1っ 目は デ ー タ内 で 最 も類 似 度 が 高 い 対 訳 文 、

2つ 目は100万 位 、3つ 目は200万 位 で あ る。 各対

訳 文 の 上 段 は 左 か ら順 に 文 書ID、 文 書 内 文 番 号 、

類似 度 を 示 す 。1つ 目 と2つ 目の対 訳 文 は ほ ぼ 完 全

な 対 訳 とな っ て い るが 、3つ めは 「22日 目頃 」が 「3

weeks」 と訳 され て お り、 多少 のず れ が あ る こ とが

わ か る。 な お 、 全 体 の うち5万 文 弱 は類 似 度 が0
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とな っ て い る。

G-03AO568930   10

ユ アル を使 用 して い る。

0.880570409982175

現 在,筋 ジス トロフィー患者 の移動介助 におい て文書マ ニ

At present, the document manual is used in transfer

assistance of the muscular dystrophy patient.

G-01AO204677   11 0.137147503045244

リ ドカイ ン使 用 濃 度,使 用 量 は0,5～10%,0.1-

1.Oml(10～60mg)で あ っ た。

The use concentration and the amount of lidocaine

were O.5-10%and O.1-1.Om 1(10--60me)respectively.

 ASPEC・JCに 含 ま れ る論 文 の 分 野 の 割 合 は 、お

よ そ 表3の よ う に な っ て い る 。 ま た 図2に

ASPEC・JCの 訓 練 デ ー タ の サ ン プ ル を 示 す 。

ASPEC・JCの デー タ は 日本 語 を 元 に1文 ず つ 中 国

語 に訳 され て い る た め 、対 訳 の 質 は どの 文 で も同 程

度 で あ る。

G-93AO370292   10 0.0481254526317082

症例 は43歳 の女性 で,心 臓 弁膜症 手術 後22日 目頃 よ

り,発 熱 と共に全身に紅斑が出現 した。

A43-year-old female was seen at our clinic with

complaints of high fever and erythmderma like skin

rashes, which have developed in 3 weeks after her

heart operation.

図1:ASPEC・JE訓 練 デ ー タ の サ ン プ ル

3.2日 中論文抜粋 コーパス(ASPEC・JC)

 本コーパスは、文献データベースJDream II搭載

の和文抄録と、電子ジャーナルサイ トJ・STAGE(科

学技術情報発信 ・流通総合システム)搭 載の情報処

理学会、言語処理学会、人工知能学会論文誌の和文

論文を各学協会から許諾を得て中国語に翻訳する

ことで構築した対訳 コーパスである。翻訳対象は抄

録、もしくは本文の段落単位であり、名詞、動詞、

格 フレームを考慮 した単語のカバー率が最大 とな

るようにテキス トを順次抽出し、全体として単語の

カバー率が最大となるように選定 されている。各対

訳文に付与されている文IDか ら各段落を復元する

ことは可能であるが、前述の通 り翻訳対象が段落単

位で選定されているため、論文全体を復元すること

はできない。

 開発、開発試験、試験データは、ASPEC・JC全

体で1段 落 しか含まれていない論文からランダム

に抽出したものであり、それぞれ400段 落(論 文)

ずつからなる。っまり訓練データや、他の開発、開

発試験、試験データには、これらのデータと同じ論

文に属する文は含まれていない。この設定は、いず

れ機械翻訳を利用 した論文の翻訳を行 うことを想

定してのものである。

表3:ASPEC-JC内 の分野分布

分野名

医学

情報

生物

環境

化学

材料

農学

エ ネ ル ギ ー

割合

28%

28%

14%

12%

6%

5%

4%

3%

JST_JC _AGR-jcs-74_149.txt-par27-sen1

精 米 タ ン パ ク 質 含 有 率 は,5.69～6.60%の 範 囲

で,主 茎 お よ び 第4・5節 の1次 分 げつ が 第7節 の1次

分 げ つや 第5節 の2次 分 げ つ に 比 べ 有 意 に 低 か っ た 。

精米 蛋白屓舎 量在5.69-6.60%的 萢囹 内,主 茎

及 第4・5市 的1次 分藥比 第7市 的1次 分菓和 第5市 的

2次 分葉 明昆低。

図2:ASPEC・JC訓 練 デ ー タ のサ ン プル

4.ア ジ ア翻 訳 ワー ク シ ョ ップ(WAT)

 ア ジ ア 翻 訳 ワー ク シ ョ ップ(The Workshop on

Asian Translation, WAT)は ア ジ ア言 語 に 注 目 し

た 、新 しい評 価型 翻 訳 ワー ク シ ョ ップで あ る。様 々

な 方 法 で 翻 訳 実 験 や 評 価 を行 い 、そ こで 得 られ た 知

見 を共 有 す る こ とで 、現 状 の機 械 翻 訳 の 問題 点 の 洗

い 出 しや そ の 解 決 法 を模 索 し、ア ジ ア 各 国 に お け る

実 用 的 な機 械 翻 訳 シス テ ム の 開 発 を 目指 す 。第1回

ワー ク シ ョ ップ で は 科 学 技 術 論 文 を ター ゲ ッ トと

し、 デ ー タ と してASPECを 利 用 す る。 WATの 詳

細 に つ い て はWebサ イ ト を 参 照 さ れ た い

(http:〃orchid.kuee.kyoto・u.ac.jp/WAT/)。

 WATの 特 徴 は 以 下 の4つ で あ る。

・オー プ ンイ ノベ ー シ ョン プ ラ ッ トフォ ー ム
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 評価対象となる試験データが固定であり、しかも

正解翻訳も含めて全て事前に公開されている。参加

者は翻訳の評価をいつでも繰 り返 し行 うことがで

きる。またWATで は他の翻訳評価 ワークショップ

と異なり、自動評価のための翻訳結果提出期限は設

けていない。

・ドメインと言語対

 科学技術論文を ドメインとし、また言語対として

日中を対象とした翻訳評価 ワークショップはWAT

が世界初である。

・文脈の考慮

 他のほとんどの翻訳評価ワークシ ョップでは、試

験データはランダムな文単位で準備されているが、

WATの 試験データ(ASPECの 試験データ)は 段落

単位で準備されている。これは、機械翻訳において

文脈を考慮することの重要性の確認や画期的な方

法の発見を行 うためである。

・評価方法

 翻訳評価は自動評価 と人手評価の両方を行 う。ま

た人手評価ではクラウドソーシングを利用するこ

とでコス トを抑え、また複数回の評価 を行 うことを

可能としている。

が必要不可欠であ り、ASPECの 公開がこの最終目

的に向けた新たな一歩になることを願 う。

参 考 文 献

[1]Masao Utiyama and Hitoshi Isahara.(2007)

AJapanese-English Patent Parallel Corpus. MT summit

XI.

5.お わ りに

 本稿では科学技術論文を対象 とした世界初の対

訳コーパスであるASPECに ついて、その作成の経

緯 と特徴について述べ、またASPECを 利用 した評

価型ワークショップについても触れた。本稿の読者

が少 しでもこの共有資源に興味を持って頂ければ

幸いである。

 近年の日本、中国の科学技術の発展は目覚ましい

が、その成果の中には各国言語のみで発表されたも

のも少なくない。このような情報にアクセスするこ

とは、科学技術分野において何が既に解決 され、何

が次の問題なのかを知るためなど、両国の科学技術

交流の促進や発展に非常に重要である。これをサポ

ー トするには機械翻訳技術を始めとする様々な自

然言語処理技術によって言語障壁を取 り除 くこと
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機械翻訳事始 め[皿]

    坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

1.機 械翻訳研究委員会の発足

 日本で機械翻訳 の研究が本格的に始 ま り

ま した。そ して、委員会の発足が1965年 の

「情報処理」1)の 「機械翻訳の現状 と将来」

和田弘、第5回 情報処理学会大会における

招待講演 と題 した記事の 中に述べ られ てい

ます。

 機 械翻訳につ いて話す よ う交渉を うけま

した。 近頃直接研 究に従事 してお りません

が、学会の機械翻訳研究委員会の委員長 を

いた してい る関係 か らお 引 き受 け しま し

た。

 1960年4月 当学会が創立 されま した際、
"計算 しない計算機"(こ の記事については

、

前号で紹介 しま した)と題 しま して、当時電

気試験所でや ってお りま した機械翻訳の研

究内容をお話 したことがあ ります。

 翌年の秋、学会に研究委員会の規則が制定

され、"機 械翻訳研究委員会"が 設置 されて

以来、隔月に1回 ずつひ らかれて現在に至

ってお ります。 どんな人が どんな項 目の発

表をなさってお られ るかは、会誌の会告欄

をご覧いただければわかるはずです。

 この委員会はopenで はあ りますが、関係

の方 には特 に通知 してい るので、参集 され

る方 も自か ら定まってお ります。言語学 を

専攻 される方は折角の熱意は持 っていても

機械の使 い方が よくわか らないので困って

いるよ うな印象 を うけま したので、希望者

には電気試験所 で計算機 の使 い方の講習 を

したこともあ りますが、1962年 には総説 と

して ご参考になる ことをま とめたこ ともあ

ります。(こ の文献 も前号で紹介 しました)

日米科学協力委員会で情報交換 を担当 して

お られ る丹羽保 次郎先生は、科学技術 の論

文だけでも機械翻訳(以 下略 してMTと す

る)が できるよ うになれば と念願 され て、

文部省 の助成金によって俗称"丹 羽委員会"

を結成 されま した。学会のMT委 員会には

地方 の方が旅 費の関係 で出席 され ないこ と

と、理学部関係 の方がかけていたので、 こ

れを補われた もので した。数回の会合で同

委員会も軌道に乗った頃、MTの セ ミナー を

開催す る ことをア メ リカ側 と交 渉 され 、

1964年4月 東京でアメ リカか ら9名 の来訪

を得て計20名 が論文を発表 し、意見を交換

し、 日本のお もな研究 の実地を訪 問 しま し

た。 これ らの論文の要 旨は学会誌 に紹介 さ

れてお ります。(こ の件 も、前号で紹介 しま

した)

その後、丹羽委員会は学会のMT委 員会の

強化改組 を条件 として これに合流の上、発

展的解散 をいた しま した。

 日米科学協力 を担 当す る日本 学術振興会

には、MTの 研究を推進するために、 MT部

会が設け られています。

2.世 界の情勢

 わが 国では機械 にかけた実験 を してい る

研 究機関 と しては、電気試験所 、九大工学

部、京大工学部、東大理学部、名大工学部、

防衛庁技研 、お よび電機大学な どです。 い

ずれ も英語を和訳す る ことを主 としていま

すが、東 大、電試 では和文英訳 の実験 もや
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っ てい ます 。 言語 学 者 も文 法 につ い て い ろ

い ろ建 設 的 な提案 を して お られ ます が 、そ

れ を骨 子 と した 実 験 は ま だ 見 当 た りま せ

ん。 研 究 グル ー プ と して は 、 国語研 究所 、

新 潟 大 、京 大 、名 大 、教 育 大 、紅 露研 な ど

です。

一 方 ア メ リカ で の研 究 状 況 は か な り変 っ

て 来 てお ります 。 われ わ れ よ り一 歩 先 ん じ

て研 究 を始 めてみ たがす で に30億 円の研 究

費 を投 じた に かか わ らず 、 実 用 に な った と

はい い難 い です 。研 究者 自身 が反 省 して 、

翻 訳 よ りもまつ 自国語 で も よい か ら言 葉 を

研 究 してみ る必 要 が あ る。 それ に は計 算機

を 使 う 必 要 が あ る と い う こ と か ら 、

Computational linguisticsな る標題 の も と

に研 究 す るよ うに転 じて い ます 。 そ して成

功すれ ばMTは もち ろん、文 献 のabstract、

情報 検 索 な どに も共通 に貢 献 で き る と考 え

て います。

 こん な理 由か ら、現在MTを 中心 に研 究 を

してい る ところ と しては 、大 学 ではTexas,

Calif., Wayne State, Ohio State,

Washington, Indiana, Georgetown,

その他 の機 関 と して は、National Bureau of

Stanard, Rand Corp., Bunker-Ramoな ど

で して、Harvard大 学 、 M.1.T.,1.B.M.な ど

は さき に 述 べ た 転 向 の 色 が 濃 い い よ うで

す。

     (MTの 解説:中 略)

 さてMT研 究 の現状 で あ るが、どの研 究者

もそ の点 に困 って い る。 多 くの説 が提 案 さ

れ て い る こ と 自体 が そ の 間の 状 況 を物 語 っ

てい るわ けで あ る。 いず れ も この説 明 しに

くい と申 した 内容 につ い て 、 あ る一 面 に重

点 を置 い た もの ともい える。

 これ ら を念 頭 に研 究 グル ー プ の態 度 を整

理 してみ る と、まつ 次 の3派 に大別 で き る。

(1) 経験 派

従 来 の 文 法 の 中 で骨 格 と思 われ るい くつ

か をま ず プ ログ ラム して 実験 し、 そ の結 果

か ら、 追加 改 良 して行 こ うとい うもの で、

Georgetown大 学 な ど古 くか らや っ て い る

もの は これ に属 す る。

(2) 伝統 派

既 存 の 文 法 な ど言 語 につ い て の知 識 をそ

の まま プ ログ ラム化 して ゆ く、集 大成 され

て い る 知 識 を 数 学 的 に 記 述 す る

と、膨 大 な もの にな っ て 、到 底完 成 の 見込

み が あ る ま い との 見 解 に 立 っ た も の で あ

る。

 Harvard,  National  Bureau  of

 Standards,   Wayne   State,

 BunkerRamoな どが これ に属す る。

(3) 理論 派

文 章 の構 造 を き め る態 度 と して認 め られ

て い る 説 にConstituent structure言 命 と

dependency structure論 とがあ る。前者 は

文 を主部 と述部 とに2分 し、主部 を さらに

名 詞句 とそ の他 とに2分 す るな ど、次 々 に2

分 してtree状 の解析 をす る もので あ る。 一

方 は 、動 詞 に着 目 して 、 主部 、 目的 部 、 副

詞 修飾 部 が これ に依 存 的構 成 で あ る と して

分 析 を進 め るの で あ る。 ま た数 学 か ら出 発

したN.ChomskyはZ.S. Harrisの 句 につ い

ての研 究 を再構 成 してphase structureに

つ いて の 文 法 を確 立 した 、 これ には 変換 理

論(transformation rule)が 併せ て発 表 され 、

信者 がふ えてい る。 またS.Lambは 言 語 を

単 語 よ り小 さい単位 の もの の集 合 で あ る と

見 倣す 層 化 理 論(stratification rule)を 主唱

して 異彩 を放 っ て い る。 それ ぞ れ の哲 学 に

従 って い るが 、共 通 して い る こ とは 、数 式

化 、形式 化 とい うこ とが根底 に あ る こ とで
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あ ろ う。

 電気試 験 所 でのMTの 研 究で 考 えた こと

を これ ら と較 べ てみ る と、 これ らの諸 説 は

み ん な含 まれ て い る よ うな気 が す る。 つ ま

り諸 派諸 説 と錐 も、 実体 は紙 一 重 の差 しか

ない の では な か ろ うか。 優 劣 を論 ず るに は

実験 結果 に待 つ以 外 には あ るまい。

 こん なわ けで 、さ きに も述 べた とお り研 究

の 中心 はMTか ら英 語 その もの の研 究へ と

動 いて い る。 その 典型 的な例 はYngveが 始

め た文 章 の創 作 で あ ろ う。 これ は核 とな る

文章 をまずphrase structureの 規則 で 作 り、

これ に変 換 の法 則 を適 用 して変 形 して 文章

を打 ち出 させ る もの で あ る。 このた め に は

辞典 での 単語 に意 味 の ほか にそ の語 の持 つ

機 能 を含 ませ て お く必 要 が あ る。 京 大 の長

尾 君 もこの実験 を進 め てい る。

 この よ うな こ とを念 頭 に 、日本 語 を見 る と

き 、 まず 和文 英訳 の実 験 が始 ま った こ とは

喜 ば しい。 東大 の野崎 君 に よれ ば 、

 Ithink that reader know well that

sound is vibration of air but sound by

which we do talk and that enjoy music is

only a part of air vibration which we

utilize. Supersonic wave about which I

talk here from now on is vibration that is

inaudible to our ear and of which

frequency is high. I think that there is

man that wonder then if such inaudible

sound is useful therefore I shall describe

about utility value of supersonic wave.

とい う訳 文 がだ され てい ます 。 原 文 は読 ま

な くて も よろ しい で しょ う。原 文 にpre-edit

を して、inputし た ものです。そ れ に して も、

日本 語 に つ いて は 、次 の よ うな諸 問題 が ま

だ手 を付 け られ な い こ とを 申 し上 げね ば な

りませ ん。

(1) 文字:現 在では、 ローマ字あるい

   はカナ文字が使 われてい るが、実

   際の文章は漢字 が含 まれているの

   みな らず、英語 のよ うに分かち書

   きになっていない。単語辞典 を作

   ることはMTの 第一歩ですが、こ

   の辞 典 の見 出 し語 を漢 字 にす る

   か、カナ文字 で行 くか、分 かち書

   きになっていない単語 の両端 をど

   うして求めるか大変なこ とで しょ

   う。

(2) 構文:日 本語 と英語 との間には大

   きな違いがある。英語 は客観 的な

   思想で書かれてい るが、 日本語 は

   人 主思 想 で貫 かれ てい るよ うで

   す。 そ こで主語 となる人が明 らか

   な場合 は省略 され る。 この よ うな

   ものを追加 した り、逆 に削除 した

   り、あるいは別途 の形式 をとる と

   翻訳 が容易 になるよ うな事例 が乏

   しくない。

それにも増 して、MTに 適 した文法が見当

た りませ ん。 言語学者 と計算機側の学者 と

の協力が ますます必要であると考えます。

幸いそ うい う気運は盛 り上が りかけてい る

と見ています。

 なお、1965年5月 には、1.EI.Pの 大会が

New Ybrkで 開かれ ますが、その前の週 に、

この方面の国際会議が開催 され ることにな

っています。

新 しい進 歩が生まれ ることを期待 したい

と思います。

3.第2回 日米機械翻訳セ ミナ

 「情報処理」2)に 第2回 日米機械翻訳セ

ミナの報告会が行 われ、その時の様子 が、
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前述の和 田氏か らな されています。以下に

これを掲載 します。

報 告 和 田 弘

1.セ ミ ナ ー 参 加 者

日本 側

和 田 弘(成 瞑 大)、 坂 井 利 之(京 大)、

田 町 常 夫(九 大)、 野 崎 昭 弘(東 大)、

長 尾 真(京 大)、 平 松 啓 二(電 機 大)、

山 田 小 枝(立 正 大)。

米 国 側

E.D. Pebdergraft(U.Texas), V. Yngve(M.1.T.),

D.Hays(Rand, H. Josselson(Wayne State),

S.Kuno(Harvard), C. Fillmore(Ohio State),

PGarv血(Bunker Ramo),1. Sakai(Ohio State),

2.見 学 旅 行

5月5日

(i)Bunker Ramo.(Canoga Park)

(ii)RAND Corp.(Santa Monica)

5月6日

(iii)U. of Calif., Los Angeles分 校

(iv)System Development Corp.

5月10日

(v)LRC, Univ. of Texas(Austin)

5月12日

(vi) National Bureau of Standards

  (Washington D.C.)

5月13日

(vii)Harvard Univ.(Cambridge)

(viii)M.1.T.

3.セ ミナ ー

5月17、18日 の 両 日 、New Ybrkの

Park-Sheraton Hotelで 開 催 さ れ た ア メ リ

カ 側 の 出 席 者 は さ き に 示 し た 方 々 の ほ か

に 、N.S.F.のDr. See,Mr.Pronko, RAND

Corp.のMr. ZieheとMr. Kay, Bunker

RamoのMr. Penn.さ らに通 訳 と して 日本 人

が1名 加 わ りま した。

 われ わ れ は 論 文 を用 意 して行 って 発 表 し

ま した。

 す な わ ち

 Input and Data Format of Japanese

 Texts

               和 田 弘

 Procedure for the Analysis of Japanese

 Text

              坂 井 利 之

 Syntactic Description of Japanese

 Grammar

              田町 常夫

 On the Dictionary Preparation

              野崎 昭弘

 Japanese-English      Translation

 regarded as Sentence Generation

               長尾 真

 Syntactic analysis of Japanese  by

 Using the Property of Dependency

          田町常夫 、石原 好 宏

の6論 文 です。

 ア メ リカ側 は 見学 旅 行 の 際 に資料 を提 供

して くれ た た め、 セ ミナ ー で は ま とま った

論 文 を中 心 に 自由討 論 が大 部 分 で あっ た と

申せ ます。

 第2日 目にN.S.Eと 学振 とを経 由 して 日

米科 学 協 力委 員 会 に 提 出す る勧 告書 の 草案

を審議 しま した。 議 論 が活 発 に出 て、原 案

が相 当修 正 され ま した。

 勧 告 書の訳 を記 します 。

        勧告

昨年のセ ミナー での勧告 を再確認す ると

次の5項 目を一層 に明確 にす る好機 である

との前置きにつづいて、

(1)研 究者 の交換 は 日米協力の中で大切
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な もので あ る。 現在 の計 画 は1年 間 で成 果

を上 げ るに は短 す ぎるか ら、延 長 す るつ も

りで続 けてい こ う。別 の計 画 も奨励 しよ う。

(2)以 下 の勧 告 を実 行 す るには 日米 の学

会(情 報 処 理学 会 とAMTCL)と の支持 が

要 る。 各学 会 は 個 人 また は委 員 会 を任 命 し

て 、そ れ ぞれ の ス ポ ンサ ー機 関 との密 接 に

連 絡 しよ う。

(3)文 献 な どの交流 をも っ と促 進 しよ う。

日本 の文献 の題 目をア メ リカのThe Finite

Stringの リス トに掲載 しよ う。

(4)テ キ ス トの交 換 を便 利 にす るた め に

共 通 のcodeとfbrmatを 採 用 で きる よ うに

考 え よ う。 両 国 の学 者 は それ ぞ れ の 国語 に

つ い ての提案 を出 して も らい たい。

(5)昨 年 と今 年 との2回 の セ ミナー の結

果 、 専 門家 に よる小 規模 の会 合 が有 効 な こ

とが わ か った。 上 記(3)お よび(4)の

実 体 につ いてseminar, planning meeting

あ るい はworking groupが 時 々必 要 だ。少

な くと も2年 以 内 には次 回 の集 合 を しよ う。

日米 の両 学 会 はテ ー マ と会 合場 所 とを選 定

して、 スポ ンサー に進 言 しよ う。

4.国 際 会議

 5月19～21日 の3日 間 、 同 じ

Park・Sheraton Hotelで lnternational

Conference on Computational Linguistics

が開催 され ま した。 日本 は さきに6個 の論

文 を送 っ た ところ 、京 大 の坂 井 、長 尾 両 君

に よるsentence generationの 論文 が発 表

され る こ とに なっ てい ま した。 論 文 は約40

ぐ らい参 加 者 に配 布 され ま した。2日 目の

夕、晩 餐会 が あって 主催 者 た るATMCLの

会長Prof. Lehmanの 講演 が あ りま した。そ

の あ とで同氏 の部 屋 に各 国か ら1名 ず つ 代

表 が招 かれ ま して、Whiskyを ご馳 走 に な り

なが ら非 公式 に 国際的 な組織 を作 る こ とに

よっ て、 こ うい う会議 を開 催 す るこ とは ど

うだろ うか と提 案 が あ りま した。

 ヨー ロ ッパ の人 々 は いず れ も賛 成 しま し

た が 、私 は反 対 してお き ま した。 本 日こ こ

にお られ る久 野 さん も反 対 してお られ た よ

うです。 しか し多数 の意 見 に よっ て推進 す

る こ と に な り 、 そ の 結 果 す で にPro£

Lehmanか ら手 紙 が来 ま した。

 そ れ に よ る と 、FederationとCentral

Committeeを つ くる こ とにつ い て、各 国 の

意 見 をま とめ て7月 中 に返事 が欲 しい との

こ とです 。 も し大多 数 が 賛成 な らば、1967

年 には会 議 を開 く こ とに予 定 したい 、 との

趣 旨です 。 返事 を 出 さね ば な りませ ん。

質問 反対の理由は、何か義務でもできます

  か。

和 田 できます。できれ ば、大 した額 ではな

  いが費用 を負担 しな くては な りませ

  ん。さらに、会合の都度誰か一人は出

  ねばならず、できれ ば同一人であ りた

  いものですが、無理で しょ う。

  国際的 な会合 は ヨー ロッパで開かれ

  ると思わねばな りません。旅費が大変

  です。それに ヨーロッパの諸国では、

  国語がいずれ も違 うのです か らど う

   してもその辺が議論の中心になって、

   日本語はやは りツンボ桟敷 におかれ

  ることにな りま しょう。

  さらにこの動きを注 目します と、言語

  学者 がその研 究に計算機 を利用 しよ

   う とい うい わ ゆ るcomputational

  linguisticsの 人 々が中心になってい

  ます。わが国でいえば計量国語学会に

  相 当す るものです。理工科系の人はす

  でにあるIFIPの3年 ごとに開かれ る

  Congressの 中でMTの ための場をも

  っています。
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  また仮に反対 しても、設立 され るで し

  ょう。加入 してなくとも67年 の会議

  に は参加す るこ とは もちろん できる

  と思います。久野 さんも理 由を一つ、

久野 ア メ リカの連 中は肩 書きを欲 しがっ

  ている。またヨー ロッパ に行 く理 由を

  求めています。委員会ばか り沢山作っ

  ていて、意味がない。

座談会

出席者 和 田 弘、坂井利之、久野 瞭、

    野崎昭弘、長尾 真、小笠原林樹、

    伊藤正安、 べ一ツホ ッファー

司 会 中野道夫

1.M.1.T.

中野 は じめ に、とくに印象 に残 った こ とを

  伺 い たい のです が

和 田 ア メ リカで い まMTを 一 生懸命 や っ

  てい る ところで は、テ キサ ス大学 だ け

  です 、た いて いの もの は も うあ き らめ

  て 、N.S.F.か ら金 を も らって 、好 きな

  こ とを してい る と見 ま した。た だ 日本

  人 が ぼや ぼや して い る と、ア メ リカ人

  の方 が 日本 語 の機 械 翻 訳 を先 にや っ

  て しま うの で は な い か とい う心 配 は

  あ ります。

長尾M.1.T.は Yngve が 彼 の depth

  hypothesisが 日本 語 で ど うな って い

   るか と興味 を もっ て尋 ね てい た。彼 の

  部屋 には 、マル テ ィア クセ スの ステー

   シ ョンが あ って、こ こで彼 がつ くった

  COMITを 呼び 出 して 日本語 の ジェネ

   レー シ ョンの実験 を して くれ た。田町

   さん、山 田 さん 、彼 は ここで 日本語 を

  や った の は初 めてだ とい って いた が、

   や は りプ ロ グ ラ ミン グ シ ステ ム は完

  備 している。だから、言語学者は言語

  の ことを専心 して考 えればよい。つま

  り計算機 とかプ ログラ ミングを使 う

  方に関 しては、非常に 自由に使 える。

  そ うい う環境 にあ るとい うことはや

  は り良いことですね。

中野 マルテ ィアクセス とい うと、実際使 う

  人は どうす るのですか、inputは 何で

  すか?

野崎 簡単にいったら、オンラインのフレク

  ソです。

和 田 長尾 さん、あなた もそれに似たよ うな

  ことをおや りになっているよ うだ け

  れ ども、能率についてくらべて頂ける

  と…

長尾 それは比較にな らないですね。彼等の

  場合だと、現に黒板に書いた ものを、

  その場 でポ ンポ ンとルール に打ち込

  めば、す ぐ何百 とい うよ うなセ ンテ ン

  スがパ ッパ ッとでて くるわけです。

小笠原 その出て くるセ ンテ ンスは立派な

    ものですか。

長尾MTを やっているのではなくて、文法

  の検 定です よ。ゼネ レー トされた文章

  は全部われわれが見て、文章の意味を

  持 っていなければまだ作 られ た文 法

  が完全でない とい うことです。

中野 ゼネ レー トしてみれば、文法のどこが

  おか しか、す ぐわかるわけですね。

18



花 もあ るきたい、み ます。わた くしで

も わたくしで も わた くしは花 でも

食べます。みます。あるきます。犬が花

でも花をわた くしはみ たい。

わたくしがたべ たい。たべたい。花 は

私で も犬 もたべたい。犬 も犬がわた くし

で も犬はわた くしは わた くしはでも

み ます 。 わ た くしで もあ る きた い。

犬がたべ たい。etc

小笠原 M.1.T.は いわゆるchomsky言 語学

    が中心になってい ると思 うのです

    が、彼の文法 はやは りあす こて使

    われてい るか?そ れ と、チ ョムス

    キーはMTに 関心を持っているの

    ですか。

和田 使 ってい る人 は多 いで しょう。 しか

   し、チ ョムスキー 自身は、MTに つい

  ての関心は、今 は全然 もっていない。

  興味は もってい るが、 とっ くにや め

  た。

2.彼 我の差

中野 ハー ドウェアの面が うらや ま しい と

   い う声があったで しょ う。

野崎 ハー ド、ソフ ト、デー タ伝送 も含 めて、

  要す るに計算機 につ いては差が大 き

  いですね。

和田 そ うだ。彼等は とにか く、機械翻訳を

  や りたい時 はいつで も機械 をつ かっ

  ている。日本人は何か頭が良さそ うな

  顔 を して、キョロキ ョロしているけれ

   ども、機 械 をい じりも しないのが多

  い。

坂井MTの 見学に行 く前に、アメ リカ帰 り

  のMTの 専門家でない人がいってい

  たことに、1950年 代の初めに、アメ

   リカで非常に さかんだった ことを、今

   日日本でヤイヤイやっている。ところ

   がアメ リカ 自体は、エ ンジニアが機械

   にかけた、これは面白い とや ってみた

   ものは、言語学的にみて何の翻訳にも

   なっていなかった。それで今度は言語

   学者がそれはいけない とい うので、非

   常に もとの方へ も どりす ぎてい るの

   ではないか と、すなわち、学問の研 究

   とい うのは確 か にオ ッシ レー シ ョン

   はあるけれ ども、少 しその反動 が大き

   す ぎ るのではないか とい うよ うな印

   象 をもったわけです。もう一つは、ア

   メ リカは機械 と送付 とソフ トウェア

   が進 んでいて、確かに環境は十分なの

   だけれ ども、とくに新 しいものが出た

   とい うのではな しに、日本でや ってい

   て も別に今か らで も遅 くはない。わた

   くし自身はそ うい う反省の もとで、初

   めか ら機 械 を使 ってや ってい るけれ

   ども、機械 を使ったMTも 、日本では

  や ってい ける余地 は十分 あ ると感 じ

   て帰 ったわ けです。 わた しの感 じで

   は、 ラン ドに しろ、テ キサスに しろ、

  辞 書なんかだ とやは り何 万 とい う単

  語 を入れてい る、久野 さんの文法に し

   ろ、われわれがいっているよ うなもの

   よ り、相 当ち密 な内容 をもった もんを

   もっている。それでいろいろ議論を し

  ているわけで、だか らいろいろな面も

  わかってきてい る。抽象的な ことだけ

  でない とい うことはあ りますね。もち

   ろん周囲環境 は 日本 に くらべて恵ま

  れている。考 えよ うによっては、ああ

  い う環境があれば、われわれ でもある

  程度 お も しろい こ とが できるのでは

  ないか とい う気がする。そ うい うこと

  です。

野崎 少 し長い 目でみた話 だと、アメ リカの
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  方が計算機そのものばか りでな く、計

  算機 についての教育が普及 してい る

  ことの差を感 じました。ほん とに よい

  MTを 長期的な見透 しで実現 しよ うと

  したら、だいたい大学 における教育か

  ら考 えない と結局進まないん じゃな

  いかな。

中野 皆 さん、だいたい量的な人員、設備、

  環境、それは確かに良いが、質的 には

   日本 と比べて どうい うことはない と。

坂井 パー ソナ リテ ィー がない とい う感 じ

  はわた くしは した。

和 田 それをい うと危ないんだ よ。一面の真

  理だが、坂井 さんが さっきいわれ たこ

  とですが、アメ リカは 「アツモ ノにこ

   りてナマスを吹 く」 とい う感 じがす

  る。要す るにMTを していないのだか

   ら、MTが そんなに進歩 しない。アメ

   リカがCLを やっているか ら、日本 も

  すべ きだとは思わない。やは りMTを

  頑張れば良いと思います。

田町 小 生の印象ではア メ リカは計算機 は

  進 んでいる。Vocabularyも ある。 し

  か しMTやMTに 関係のあるCLの 面

  で は特 に これ は と思 うものにお 目に

   っか らなかったこと、率直にい うと、

  す ぐれ たアイデ アで とられ たデ ー タ

  がない。あるいはデー タはあってもど

   うして よいかわか らない とい うのが

  現状で、特に意味に関 しては役 に立ち

   そ うな具体論 もデー タもない よ うだ

   とい うこと…な どです。これは 日本 に

   比べて劣 ってい る とい うので はあ り

   ませんが、その点役 に立つデータをと

   ることが必要で、数 の上だけで"日 本

   はよほど頑張 らなけれ ば"と い うのは

   当た らない と思います。

4. セ ミナーの印象

中野 今度はセ ミナー の印象 をお きかせ く

  だ さい。

和 田 先に申しあげた とお りで、セ ミナーで

  ア メ リカ人は 良い話 を しませ んで し

  た。自分達の方が経験者のよ うな顔 を

   していた。日本人がどのくらいの レベ

  ルの話をす るか、まあ聞いてみてや ろ

   うとい うことだった。日本は1年 間に

  たい して進歩 してないが、彼等が思っ

  てい たよ りや っていた とい う印象 を

  受けたのではないかな。

坂井 わた しは レゾ リュー ション・コミテ ィ

  にいって、項 目としてどうい うことを

   うた うかを協議 したのですけれ ども、

  その始 め日か らハ ッキ リしたことは、

  俺 の ところに も人物交流のチャ ンス

  を与えろとい うことで、これが文章に

   も強 く出たことです。ところで 日本人

  を どの程度欲 しが ってい るか とい う

   と、自分 らが支払 うものに対 して有利

  であればよい とい うことで、よい言葉

  でいえば、cooperationで や りたいこ

   とが、ハ ッキ リでていた、もう一つは

  テ キサ スの話 でペ ンダ クラフ トが非

  常 に大 きな組織 をつかってや ってい

   ると、それに対 してガー ヴィンが非常

   に違った反対の意見を出 している。ア

   メ リカの中に もいわ ゆるフランス流

   の考 え方が分かれていた。

中野 カンファ レンスの方では、日本の講演

   に対 して、良い質問は出ま したか。

長尾 その時は30分 の もち時間をほ とんど

  使ったので、その時は出なかった。し

   か し、た とえばラン ドのハーバー とい

   う人などは、自分の と非常によく似 て

   いるといっていま した。ドイツのボン

   のMTの 研究所のホ ッペ が"ア メリカ
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人は意 味の ことについてはほ とん ど

関心をもっていないと、あれはけしか

らん ことである"と いってま した。彼

等 も私達 と非 常に よ う似 た考 えをも

ってやっているのだそ うです。

5.ト ランスフォーメーシ ョナル グラマー

  の評価

小笠原 久野 さんは トランスフォー メイシ

    ョナル グラマーのその位置 とい う

    のは ど うい うふ うにお 考 えです

    か。

久野 やは りフ レーズ ・ス トラクチャ ・グラ

  マーの時代は過 ぎて、どのグループ も

  それでは も う十分 ではない とい うこ

   とが分かって来た。型はいろいろ違 う

  が、なん らかのかたちでChomsky流

  の トランス フォー メー シ ョンを組み

  入れている。

和 田Chomskyの グラマーは、 日本語に直

  接適用 できないから、つまらない、チ

   ョムスキーの本の付録に英語 につい

  てだ。

野崎 あ る付録 を例 に挙げ るのは拙いで し

   ょう。

和 田 それ は知 ってい る。 シンタ クテ ック

  ス トラクチャの初 めの方 に書 いてあ

  るマ セ マ テ ィカ ル な所 はい い と思

   う。 あそ こな ら日本語 にアプライ で

  きる。

長尾 トランス フォー メイ シ ョナル グラマ

  ーは非常に有益ですネ。いろいろなこ

  とを説明するのに、だけれ どもその…

  どうい うふ うに一般的 な レベル で利

  用で きるか とい うこ とになる と非常

  にむずか しいと思 う。

  皆は トランス フォー メイ シ ョングラ

  マーの云々 とかい うい ろんな ことを

  意識 してい って るけれ ども実際上 そ

  れ を有益に使 った人 は未だ にないの

  ではないか。否定をとるとかい うくら

  いの ことでネ。一見 よくて皆 とびつい

  たけれ ども、にっちもさっちもいかな

  くなった とい う危険性 をいつ も考 え

  るべきだ といいたい。

久野Chomskyが いいだ したか ら、 トラン

  スフォーメイ シ ョンをい うので はな

  くて、要するに言語にそ うい う面があ

  るので、それ を使 わないと、いろいろ

  な面を描き出せない。結局説明が不足

  になるわけです よ。

6.IFIPで のMT

長尾IFIPのMTが 少ないよ うですけれ ど

   も、あれが何故そんなつまらんのが集

  まったか不思議ですね。

中野 そ れ は 日本 だ けです か。 全 体 です

  か?

長尾 全体ですね。

小笠原 それ は、その前にMTCLの 方 にそ

    ちらの人達が主力をおいた とい う

    ことですか?

久野MTの 良いペーパーがないのです。

和 田 あま りやってないのに、どうしてある

  のだ。

中野 それが世界的傾 向ですか?

野崎MTと い う意味をせま くとれば、良い

  ペーパー はそ うはないん じゃないで

  すか?

久野 一度 フレームワークを出 した ら、それ

  か ら1年 後 に文法がこれ だけよくな

  った って書 いて もしょ うがないで し

  ょ う。

中野 お しまいにしましょう。あ りが とうご

  ざいま した。
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私事 ですが、

 1965年4月 といえば、私が電気試験所 に

入所 し、電子計算機部情報処理特別研究室

に配属 された年です。その時の電子計算機

部長が和田弘氏で した。

私は、1960年3月 に大学の通信工学科を

卒業 し、4月 か ら東京大学生産技術研究所、

第3部(電 気工学)に 入所 しま した。研 究

所 では、東大のカ ッパー 、 ラムダー の ロケ

ッ ト打 ち上げが行われ ていま した。弾道を

描いて飛ぶ ロケ ッ トです。

 1961年9月 か ら、1年 間の予定で、フル

ブ ライ ト交換留学生 として、 この時 に前出

の丹羽保次郎先生 に推薦状 を書いて頂 きま

した。米国、プ リンス トン大学大学院電気

工学科 に留学 しま した。 ここで、ある 日、

大学に ソ連の宇宙飛行士、チ トフ氏が講演

に来て、 これ を拝聴 しま した。また、大学

院では、プログラムの講義を受 けま した。

 その影響 を受 け、将来 を考 え、ロケ ッ トの

仕事 とソフ トウェアの仕事について、検討

しました。 ロケ ッ トといえば、

軍事 目的、計算機 を利用 した平和 目的はな

いか と調査をすすめ、私の英語 のカ を使 え

ば、機械翻訳 の仕事ができるのではないか

と考 えま した。

 帰国後、調査 し、電気試験所で研究が行わ

れているこ とを知 り、公務員試験 を受 け、

1965年 か ら機械翻訳の仕事に従事す ること

ができま した。

 当時、研究室には、「ヤマ ト」が置かれて、

電気洗濯機 のよ うな磁気 ドラムが回ってい

ま した。 しか し、友達 に研 究室 の名 前を話

す と、情報処理 とは、下水処理 とか汚水処

理みたいな研究か、計算機 で言語 を研 究す

るのだ と答 える と、外務省の下請 けで、暗

号解読 の研究をす るのか と質問 され、 当時

の 日本人の情報処理にたいす る認識 はこん

な程度 で した。

 た だ、昨年 、「はやぶ さの宇宙 か らの帰 還」

の ニ ュー ス が流 れ た ときに は 、 ロケ ッ トの

使 い道 に つ いて 、 浅学 で あっ た な あ とい う

残 念 な気持 ちに もな りま した。

参考文献
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一
機械翻訳の現状と展望

 内田真弓

関西外国語大学

は じめに

 日本通訳翻訳学会 の分科会 である 「通訳

翻訳テクノロジー研究プロジェク ト」の第1

回会合が、2014年2月22日(土)、 立教大

学 のマキムホール で開催 され ま した。本プ

ロジェクは発足 してまだ 日が浅いに も関わ

らず、参加者はおよそ20名 程度あ り、今後

の拡大が期待 され ます。

 記念すべ き第1回 目の発表者は、「The翻

訳」の開発 に携 わる熊野明氏(東 芝 ソリュ

ーシ ョン株式会社)
、そ して長年にわたって

翻訳テ クノロジー教育を率先 してきたTony

Hartley氏(東 京外国語大学)の2名 で した。

 筆者 は産業翻訳 に従事 しているわ けでは

な く、機械翻訳(以 下、MT)を 必要 とする

大量の翻訳作業 とは無縁の生活 を送ってい

ますが、翻訳者 としてMTの 存在は常に気

になるところです。そ して、現時点でMT

はいったい何 をどこまでできるのかな ど、

MTの 現状が気にはなるものの、それ を知る

機会に恵まれませんで した。また、自らMT

の存在 を脅威 に感 じ、あえて見ないふ りを

してきたのでは と問いかけ、今回は勇気 を

出 して、 自分の視野 を広げるべ く、この研

究会に参加 しま した。

 今 回、この研究会を通 じて、MTの 実態に

ついて翻訳者 が 「へ え～、なるほ ど」 と思

った点 を中心 に ご報告 させ てい ただ きま

す。 もちろん、これ らの内容は本誌読者 に

とっては常識的なことだ と思いますが、MT

の素人 の認識 を汲み取っていただければ幸

いです。

機 械 翻訳 の仕 組 み と課 題

 熊 野 氏 は 、 コン ピュー タ上 で どの よ うな

ス テ ップ を踏 ん で翻 訳 が な され るの か、 ま

た 、 どの よ うな課題 が あ るの か を 丁寧 に説

明 して くだ さい ま した。MTに つい ては 、遊

び でネ ッ ト上 の もの を使 った こ とは あ った

もの の、 そ の仕 組 み につ いて は ブ ラ ックボ

ック ス状態 で気 に も した こ とが あ りませ ん

で した。 しか し、 実 際 に は翻訳 者 と同様 の

作 業 過 程 を経 てい るた め、課 題 も同 じよ う

だ とい う印象 を受 け ま した。

 まず 、MTの 仕組 み は一 通 りで はな く、三

種類 もあ る こ とに驚 きま した。直感 的 にMT

の仕組 み と して 考 えて い た の は、 辞 書や 言

語 規 則 、 知 識 を 積 み 上 げ て 翻 訳 す る

Rule-basedタ イ プで した。 それ 以外 に、例

文 と対訳 文 を集 積 し、 そ こか ら最 適 な訳 を

探すExample-basedタ イ プ 、Google翻 訳 な

どで使 われ て い る よ うな 、原 文 とそ の訳 文

を用 意 し、 そ れ を統 計 的 に 処 理 して い く

Statistical Baseタ イ プが あ るこ とが分 か り

ま した。 ちなみ に、 発表 者 熊 野 氏 が携 わ る

「The翻 訳 」はRule-basedタ イ プ との こ と

で した。

 また、Rule-basedタ イ プの詳細 も説 明 が

あ りま した。翻 訳 の過 程 は 、1.辞 書 の情報

に基 づ い て 単語 の 品詞 を決 め る(形 態 素解

析)、2.多 品詞 語 に対 しては 、 品詞 候補 の

優 先順位 をつ け る、3.単 語 と単語 のつ な が

りを判 断す る(構 文解 析 ・係 り受 け解 析)、

4.共 起 して い る語 との関係 か ら訳 語 を決 め

る(英 語 の場合 は こ こま で)、5.語 順 を決

23



定 し(構 文生成)、 格助詞を補 い、活用 を決

めるとい う手順 を(日 本語 の場合 は)踏 ん

でいるとの ことです。

 このよ うな明確 に規定 された過程 を経 る

と正 しい翻訳ができそ うですが、実際には、

翻訳者 も頭 を悩 ます文の曖昧性が ここでも

問題 になると聞 き、MTに 少 し親近感 を覚え

ま した。MTが 失敗する例 として次のよ うな

場合 が紹介 されていま した。

(1)構 文 が 同 じ で も 目 的 に よ っ て 解 釈 が 異

  な る 場 合

 The failure which he performed.

 The store which he visited.

(2)複 数 の解釈 があ る場合

 Ifound the hospital.

  foundがfindの 過 去形 で 「見つ けた」

  となるの か 、foundの 現在 形 で 「設 立

 す る」 とな るのか。

(3)係 り受 け候補 が複 数 あ る場 合

  Isaw a girl with a telescope.

  sawに 係 り 「望遠鏡 で 」 とな るのか 、

  girlに 係 り 「望遠 鏡 を持 って い る」 と

  な る のか。

(4)共 起 す る語 に よ り訳 し分 けをす る必 要

  が る場 合

  Itake a bath/bus.

  Itakeabus.

 takeはbathと 共起 す る と 「入 る」 と

  な り、busと な ら 「乗 る」 とな る。 こ

  れ は翻訳 者 に とって もMTに とって も

  翻 訳精度 の命 ともい える点 です。

日→英の場合 も同様で、

「彼 は歯医者にかかった」

「歯 の 治 療 費 が30,000円 か か っ た 」

で は 、 同 じ 「か か っ た 」 で も 、"He

consulted the doctor.","The dental

treatment cost¥30,000."と 訳 し 分 け

な け れ ば な り ま せ ん 。

(5)専 門用語 と して訳 語 を選 定す る必要 が

  あ る場 合

  200m butterfly heats(予 選)

  あ る語 が、 専門用 語 と して用 い られ て

  い るの か否 か を峻別 す る必要 が あ りま

  す。

 これ らの課題 に対 して 「The翻 訳」では、

先行文脈 を利用 して、分野推定による訳語

選択 を行 うな どの工夫を してきた との こと

で した。ただ し、ここでい う 「文脈」 とは、

MTに おいてはあ くまでも言語化 されてい

る情報で なけれ ばな りませ ん。 当然の こと

ですが、人間のよ うに想像力や機転 を働 か

せて、原文 に現れ ていない情報や常識的な

知識を補 って解釈す ることはできません。

この点が、MTと 人間の手による翻訳 との大

きな違いのひ とつ、 と言 えるのではないで

しょうか。

 一瞬に していくつかのプロセスを経 て訳

文をこしらえて しま うMTも 、単体での取

り組みでは限界があ るよ うで した。実際 、

翻訳者 自身 も頭 を抱 える問題ですが、言語

の変化 、新出用語への対応 な どが課題 とし

て挙げ られ ま した。 この問題への取 り組 み

として、利用者 のサ ポー ト体制の整備が必

要 と聞き、少 し意外 に思いま した。

 利用者 がMTを 自分用にカスタマイズす

る機能 として、具体的には次のよ うな機能

があるとの ことで した。利用者 は、自分が

有す る翻訳知識 をMTと 共有できます。 ま

た、翻訳知識 は単語 レベル 、句 レベル、文

24



レベルで書き込めるといいます。利 用者は、

専門用語 ・固有名詞 といった単語 レベルの

知識 を書 き込む辞 書 を構築 で き るだ けな

く、句 レベルの知識 を訳 し分 け辞 書、文 レ

ベルの知識を翻訳 メモ リ ・パ ターン辞書、

分野や文脈 に よって制御 された単語 の意味

をセ レク トコーパス辞書 に書 き込む ことが

で きます。 そ して、翻訳対象の分野 に応 じ

てMTを 調整す ることで、翻訳精度の向上

が期待できそ うです。

 「The翻 訳」では以上 のよ うに、システ

ム(基 本的翻訳エンジン ・大規模言語知識)

と利用者(文 書に応 じた言語知識 ・低 コス

トで知識の追加)の 分業 によって さ らなる

性能 ア ップを実現 して いると知 り、人間 と

同 じように努力を積み重ねているMTの 姿

に、なん とな く親近感が沸きま した。

 MTを 利用する際、利用者のサポー トが重

要であるとい うことが印象的 だったのは、

翻訳精度 の話 を聞いてい る時 も同様 です。

MTが 目指す翻訳精度 として、我々が普段 目

にす るような、正確な、そ して、滑 らかな

文ではな く、あ くまで も 「人間が読 んで内

容が理解で きる もの」 との位 置づけ もあ る

とのことで した。

 同様 に、原文 を作成す る側 も注意が必要

と分か りま した。MTの 品質低下の原因の一

つ として挙げ られていたのが、原文の不正

確 さで した。熊野氏 らのチームは、原文 の

誤 りをチェ ックす るシステムを開発 中との

ことで した。例えば、Wordの ように変な 日

本語を書 くとwarningが 出るようなシステ

ムがあると、正確 な原文が作成 できます。

このシステムは、MTだ けでなく、翻訳者に

とっての支援 ツール と して も期待 していま

す。

 最後に、MTの 今後の展望な どについても

お話があ りま した。MTの 目指す翻訳精度を

「人 間 が読 ん で 内容 が 理解 で き る もの」 か

ら 「滑 らか さ」 を 高 め る手 立 て と して期 待

で きるのが 、Statistical Baseタ イ プ の翻訳

との こ とで した。 統計 的 な技術 を取 り込 み 、

Rule・basedタ イ プのMTに よ る訳文 の滑 ら

か さを どこま で高 め られ るか 、今 後 のMT

の発 展 に 目が離せ ませ ん。

翻訳テクノロジー教育

 Hartley氏 は、20年 ほ ど前か らMTや 翻

訳メモ リ(以 下、TM)と いった翻訳支援 ツ

ール を使い
、翻訳テ クノ ロジー教育 に携わ

ってこられたそ うです。20年 前 とい えば、

よ うや くパ ソコンが普及 し始 めて きた こ

ろ。その ころか らすでに 「翻訳テクノロジ

ー」 とい う概念があったこと自体 が
、新 し

い発見で した。

 近年 、 日本の各大学 で通訳 ・翻訳の授 業

が積極的に取 り入れ られて きてい ますが、

MTを 授業に取 り入れている大学 はごくま

れ と言えるで しょ う。大学にお ける翻訳 の

授業は、 ともすれ ば リーデ ィングの授業 の

延長 ともな りかねません。一体 どの よ うな

授業を展開 されているのか、 自身 も大学で

翻訳の授業 を担当 してい る筆者 と しては、

非常に興味深 く発表 を聞かせていただきま

した。

 現在、東京外国語大学で教鞭 を とられて

いるHartley氏 の授業では、受講生が実際

にMTやTMを 利用 して翻訳作業を行 って

いるとの ことです。しか し、その 目的はMT

の使い方を教授す ることではなく、MTを 介

して翻訳 とは何かを問い直す ことだ といい

ます。

 まず 、ある翻訳 をす る際に、なぜ翻訳者

ではなくMTに させ るのか、とい うところ

か ら考える必要があ ります。人間が唯一 コ

ンピュー タを超 え られない といわれている
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のが、情報の処理 スピー ドです。人間の手

による翻訳は、1日 に2,000wordsが 限度だ

といいます(1時 間に664語 とい う、超高

速 の 翻 訳 家 も い ら っ し ゃ る そ うで す

が …)。 それに対 してMTは 、1日に130,000

wordsの 処理が可能 との こと。 この差は歴

然 としています。

 単一民族国家であるこの 日本 にもグロー

バル化の波が押 し寄せ 、世界各国か らの訪

問者や移住者 が増加 してきています。 この

よ うな状況において、人間の手だけであ ら

ゆる情報 を翻訳 していては、 とてもその需

要を満たす ことができません。そのために、

翻訳テ クノロジー が必要になって くるので

す。

 だか らといって、私たちが小 さくなる必

要はまったくあ りませ ん。TQA(精 度保証)

を見てみると、人間は5000、MTは3500

とい う数値 がでて くるそ うです。つま り、

翻訳の精度 に関 しては人間のほ うがす ぐれ

ている、 とい うことになるのです。 こ うし

たテクノロジー を使用す ることによ り、学

生は翻訳の 「質」 とい う問題に正面か らぶ

つかることにな ります。

 大量 の翻訳を短時間で仕上 げるには、 ど

うして も翻訳支援 ツールの助 けが必要にな

ります。MTやTMを 使用す ると、同 じよ

うな 内容 の もの を繰 り返 して翻 訳す る場

合、過去の翻訳の軌跡 をそのまま活かす こ

とができる、 とい う利 点があ ります。その

一方 で、テ クノロジーには翻訳の 「質」 と

い う問題があ ります。

 翻訳 の質は何 を基準に して評価するこ と

がで きるので しょ うか。実は、この問題 に

対する答えはまだあ りませ ん。だからこそ、

翻訳の質を上 げる技術 も開発 できない とい

えるで しょう。

 Hartley氏 は数年にわた り、翻訳の授業の

一環 として、藝大のアー トイベ ン ト 「藝大

アーツ イ ン東京 丸の内」のパ ンフ レッ ト

を翻訳す るプ ロジェク トを行 っているそ う

です。今 日、翻訳テクノロジーは多機能な

ものが多 く、翻訳の ワー クフローをカバー

して くれ るツールは、ネ ッ ト上で無料 、あ

るいは安価で手に入れ ることがで きます。

これ らを利用 して、実際 に受注 したパ ンフ

レッ トを一般の人に向けて翻訳す る。 この

よ うに翻訳 の仕事 を疑似体験することで、

翻訳の質(Q)と 時間的制約(D)と 価格の

制約(P)と い うQ-D-Pの 関係を自ず と考

える必要がでてきます。翻訳支援 ツール に

よる翻訳 と人間の手 による翻訳を どの よ う

に組み合 わせた らQ-D-Pの 関係が満た さ

れるのか。「翻訳テクノロジーは翻訳者の代

わ りとなるものではな く、その延長線上に

あるもの」 とい うHartley氏 の言葉が印象

的で した。

 MTを 使 って 日本語 を英語に翻訳す る際

の気づ きとして、 ヨー ロッパ言語か らの翻

訳 と比べて、 日本語のMTは 信頼性が低 い

ことが挙げ られ ます。 これは、英語 と日本

語の構造が違 うのでいた しかたないことで

あ り、だか らこそ熊野氏のグループの よ う

に、あ らゆる角度か らのアプ ローチにより、

正確な訳 を作成 できるよ う、努力 を重ねて

お られ るわけです。この点、MTも 人間 も似

かよっていて、親近感 を覚 えます。

 最後に、大学 にお ける翻訳教育の課題 と

して、大学 と翻訳会社 とのつなが りが弱 い

ことを指摘 され てい ま した。 ヨー ロッパ諸

国では、翻訳教育 を行 う大学 と企業 とが密

に関係 してい るため、大学で翻訳教育を受

けた学生 が翻訳の仕事 につ くチ ャンスが多

くあ ります。一方 、 日本では、その ような

役割 を担 ってい るのは大学ではなく、いわ

ゆる 「翻訳学校」であ り、大学で翻訳 を学
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んだか らといって、翻訳の仕事に近づ ける

とは限 りません。

 日々、大学生の英語 力を 目の 当た りに し

てい る筆者 としては、 これ も当然 か と思わ

ざるを得ないのですが、近年、関西大学(大

学院)の よ うに、本格 的な通訳 ・翻訳プ ロ

グラムを設置す る大学 もでて きています。

この ような取 り組みが増 えれば、またこの

状況も変わって くるのかも しれません。

おわ りに

 今 回、 この 「通訳翻訳テ クノロジー研究

プ ロジェク ト」の第1回 会合に参加 し、MT

とは どの ようなものか、基本 的な知識を得

ることができたと同時に、 「翻訳 とは何か」

を改めて考 え直すきっか けとな りま した。

そ して何よ り、MTは 決 して恐れ るべき存在

ではなく、翻訳家の手の届かない ところ(追

いつかない ところ)を 補って くれ る、 とて

も有能なアシスタン トであるこ とがわか り

ま した。

 MTの 実情をまった く知 らなか った とき

には、MTの 研究が進 んで しまっては翻訳家

の出る幕がなくなる、と思っていま したが、

今では、これが どこまで有能な ものに成長

してい くのか、今後の活躍が楽 しみ でな り

ません。
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一
取説 新 時代 に 向 け て の テ クニ カル コ ミュニ ケ ー ター の役 割

         山崎 敏正

一般財団法人テクニカル コミュニケーター協会

第5回 産 業 日本 語研 究 会 ・シ ン ポ ジ ウム(2014年

2月27日 開催 、於:東 京 大学 情 報 学 環 ・福 武 ホ

ー ル)で 、一般 財 団 法 人 テ ク ニ カル コ ミュ ニ ケ ー タ

ー 協 会(通 称 TC協 会)の 取 り組 み 紹 介 を発 表 す

る機 会 を い た だ き ま した。 タイ トル は 「取 説新 時 代

に 向 け て の テ ク ニ カル コ ミュ ニ ケー ター の役 割 」と

して 最新 の テ ク ニ カ ル コ ミュ ニ ケー シ ョン(以 下 、

TCと い う)の 動 向 を報 告 しま した。 今 回 、 AAMT

ジ ャー ナ ル 誌 へ の 投 稿 依 頼 を 受 け 、今 後 のTCを 取

り巻 く環 境 変 化 に対 応 す る た め に必 要 な 取 り組 み

ポ イ ン トを ま と めて レポ ー トす る。

1.日 本 にお け る使 用 説 明書 とは

近年、日本市場において製品に起因しない事故の原

因で一番多いのは誤使用 と不注意であることが調

査で分かってお り、製造者は使用者に、適切な使用

や安全な使用にっいてよりわかりやす く伝えるこ

とが求められている。そ うした社会環塊の中で使用

説明の重要性も一層高まってきている。このような

中、2012年8月 、さまざまな製品を対象 とした使

用説明の作成にあた っての基準 となる国際規格

IEC 82079・1が 制定された。この規格は、日本市場

における使用説明の唯一のグローバルスタンダー

ドとして多くのメーカーや使用説明制作会社にイ

ンパク トを与えている。

◆日本市場向け使用説明書制作の法的要求

日本で使用説明に関わる法的要求は複数ある。それ

らは、4つ の側面から考えられる要求事項や対応に

よって違い、以下を基本的要求事項として使用説明

書は制作されている。

①安心面の要求:

景品表示法(正 式名称:不 当景品類および不当表示

防止法)、 表示に関する公正競争規約、 家庭用

品質表示法 など

②安全面の要求:

消費生活用製品安全法、電気用品安全法、食品衛生

法 など

③権利責任の要求:

製造物責任法(PL法)、 著作権法、商標法、意匠法、

不正競争防止法 など

④国際、業界要求対応:

各種国際標準への対応、各種業界ガイ ドラインへの

対応 など

この中で、景品表示法は使用説明の基本原則に大き

く影響を与えている。製品の表示に対して 「やって

はいけないこと」と 「違反 した場合の罰則」が定め

られている。そこで 「どう作ればいいのか」という

問いに対 しては、具体的な制作ルール として業界団

体や企業などで構成され る公正取引協議会で策定

される公正競争規約(1962年 に制定)や 業界別の

安全確保のための安全表示ガイ ドラインなどによ

って定められている。

◆ 日本人の消費者嗜好やニーズ

業界の違いに応 じて、消費者、利用者の使用説明書

に関する嗜好、ニーズは異なる。しかし、一般的に

次のことが消費者か ら企業に求められる傾向が強

い。

「規約を守る」に加えて 「消費者のより高い満足度

を目指す」取 り組みを施 した使用説明書としてまと

められている。規約を守ることは"当 たり前品質"

である。日本人はよく使用説明書を読むことも各種
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調査で判明 してお り、"わ か りやすさ"へ の要求が

高いことも分かっている。 日本において、TC技 術

が注目を集める契機 となったのは、情報処理技術が

発展 し、1980年 代から登場したパーソナル コンピ

ューターを始め とす るコンシューマー市場向け情

報機器の普及であった。コンシューマー向け製品の

使用説明情報では、利用者が文字中心の文章を読む

ことに負担を感 じる傾向が強く、イラス トの多用

や、誌面レイアウトの工夫によって、よりビジュア

ルに情報を提供する手法が重視されてきた。このよ

うな背景から、欧米人がいうわかりやす さと日本人

がい うわか りやすさに違いが生 じるのである。

・欧米人のい うわか りやすさ:

 文章 + ロジカル

・日本人のいうわかりやすさ:

 ビジュアル + シンプル + ユーザー視点

企業側はこの日本人消費者の特徴をよく理解 し、使

用説明書をマーケティングに利用することまで考

えて対応 している。

2.IEC82079-1制 定 ま での 経 緯

◆日本における取扱説明書制作の実態

日本市場で使用説明に関連する国際規格の浸透は

2000年 以降になってからである。多くの日本企業

がPL法 への対応を開始 した1995年 から、使用説

明や安全表記の国際規格の存在を気づき、業界ガイ

ドライン制定のための資料として活用 してきた。取

扱説明書においては、2000年 に日本工業規格 とし

て制定されたISOIIEC Guide37:1995の 翻訳版の

JISSO137:2000「 消費生活用製品の取扱説明書に

関する指針」として発行 されました。タイ トル名に

指針 と明記されているにもかかわらず取扱説明書

の唯一の国際規格 と考えている人がほとん どで し

た。また、日本ではJIS規 格は任意規格の位置づけ

で、法的に義務づけられていない、すなわち強制力

がないものをいう。

次に、安全表示に関する業界ガイ ドラインは1993

年に発行された 「家電製品の安全確保のための表示

に 関 す る ガイ ドラ イ ン(制 定 ・発 行:家 電 製 品 協

会)」 を拠 り所 と して ほ とん どの 業 界 が 、 日本 に お

け る警 告 表 示 方 法 の 標 準 と し運 用 して い る。現 行 の

第4版 は2009年 に改 訂 した も の で あ る。 この ガ イ

ドライ ンは 、ISO 3864シ リー ズ やANSI Z 535シ

リー ズ お よびISOIIEC Guide51を 意識 して ま とめ

られ て い る。 警 告 図 記 号 にお いて は 、ISO 3864や

ISO 7010で 規 定 され た 図記 号 は採 用 して い る が 、

一 部 の 図 記 号 は 日本 独 自の マ ー ク と して存 在 し
、合

計19種 類 を規 定 して い る。 ま た 、警 告 ラベ ル や 取

扱説 明 書 の 警 告 表 示 方 法 な ど を、各 種 媒 体 別 に具 体

事 例 を 掲 載 し説 明 して い る。

さ らに 日本 市 場 を考 えた 場 合 、1999年 に発 行 され

たISO13407(人 間 中心 設 計 プ ロセ ス)が 、 多 くの

企 業 に イ ン パ ク トを 与 え 、ア ク セ シ ビ リテ ィ、ユ ニ

バ ー サ ル デ ザ イ ンや ユ ー ザ ビ リテ ィ 対応 の た め の

取 り組 み が強 化 され た。取 扱 説 明 書 の 改 善 活 動 も多

くの家 電 製 品 メ ー カ ー を 中 心 に 推 進 され て きた。こ

れ は 、国 際 規 格 準 拠 の 活 動 で は な く、操 作 手 順 や 操

作 方 法 を使 用 者 に"分 りや す く"、"見 て 分 か る"を

コ ンセ プ トと した活 動 で あ る。

◆IEC 82079-1発 行 ま で のTC協 会 の 取 り組 み 内 容

IEC 62079は2006年 に 日本 語 翻 訳 版JIS C O457

(電気 お よび 関連 分 野 一 取 扱 説 明書 の作 成 一 構 成 、

内 容 お よび 表 示 方 法)と して発 行 され た。 しか し、

内 容 が プ ラ ン トな どの 大 規 模 設 備 向 け に偏 っ た 内

容 が 多 くあ り、コ ン シ ュー マ ー製 品 の マ ニ ュ アル に

対 して適 用 す るの が 難 しい 部 分 が あ った 。こ の規 格

に 対 す る適合 性 を 評 価 す る と、コ ン シ ュー マー 製 品

の マ ニ ュ ア ル に は 合 格 しな い 可 能 性 す ら考 え られ

る。TC協 会 で は この よ うな こ と に危 機 感 を持 ち 、

新 しい 国 際規 格 を 作成 す るた め に2005年11月 に

ワー キ ン グ グル ー プ を 立 ち 上 げ た 。 こ のWGは

2007年1月 に コ ン シ ュー マ ー 向 けの 製 品 の た めの

製 品情 報 規 格IEC62079 Part2の ドラ フ トを完 成

させ た。 そ の後 数 回 のIEC会 議 を経 て 、2008年1

月 のIEC会 議 にお い て 、 改訂 しIEC 62079 Ed.2

を策 定 す る と い う案 が 承 認 され た。 この規 格 は
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ISO/IEC Guide37に 準 拠 して 作 られ て い る。 こ の

Guide37はISOのCOPOLCO(Committee on

Consumer Policy:消 費者 政 策 委 員 会)が 策 定 した 使

用 説 明 に 関 す る規 格 を 策 定 す る人 達 の た め の ガ イ

ドラ イ ン で す 。 つ ま り、IEC62079とISO/IEC

Guide37と は 密接 な 関係 を 持 っ て お り、2008年 か

らCOPOLCOメ ンバ ー がIEC62079の メ ン テナ ン

ス チ ー ムIEC/MT21に 参 加 して い る。 ISOIIEC

Guide37の 改訂 とIEC 62079 Ed.2の 改 訂 は 、同 期

を と りな が ら作 業 を進 め て き た。 そ の 後 、会 議 や3

回 に わ た るCDV(Committee Draft for Vote)な どの

手 続 き を 経 て 、2012年 にFDIS(Final Draft

International standard)と な り、 国際 投 票 の結 果 、

2012年8月 に正 式 にIEC 82079・1:2012と して 制

定 され た 。 そ の 後 、2012年12月 にISOIIEC

Guide37:2012が 正 式 改 訂 され た。 TC協 会 の 代 表

者 は2008年 か らMT21の メ ンバ ー に 参 画 した 日本

か らの3人 の一 人 で 、MT21の コ ンベ ナ ー に任 命 さ

れ 改 訂 作 業 を リー ドして きた 。

3.TC協 会 が取 組 む 国際 規 格 準 拠 活 動

2012年8月 に発行 されたIEC 82079-1の 解説セミ

ナーをTC協 会主催のテクニカル コミュニケーショ

ンシンポジウム2012東 京開催(8月)に 特別イベ

ン トとして実施 しました。この規格の影響力の大き

さは前規格IEC 62079と は比較にならないものが

ある。日本において、本規格の影響で使用説明の作

成にあたって考慮すべき前提が大きく変わった点

は、次の4項 目である。

①対象とする製品や提供する媒体物の範囲が拡大

した。すべての種類の製品が対象となる。例えば、

塗料用のブリキ缶、大型産業機械、ターンキーベー

スのプラン トや建造物、消費者製品、非消費者製品、

電気製品、電子製品、機械製品、ソフ トウエア、各

種サービスなどである。対象 とする媒体は、従来の

使用説明書に加えて、包装箱の使用上の注意、カタ

ログの仕様情報、保証書、製品上の識別情報や警告

ラベルおよび組み込み表示情報、Web上 の製品情

報などである。

②情報の一貫性が要求される

 使用説明中のすべての情報はその中において整

合 していなければならない。製品、広告、包装、保

証書、Web情 報など、供給者が発行する同じ製品

に関連するすべての情報は整合 していなければな

らない。

③ターゲ ッ トグループや意図 した使用を明確にす

る。製品を使用する可能性の高い人々のニーズおよ

び能力に対応 し、対象製品の意図 した使用を明確に

しないといけない。最初に、製品の供給者が意図す

る使い方 を積極的に知 らせる内容とユーザーが製

品を使用する前に知ってお くべき情報の双方を含

めた使用説明を必ず製品に添付 しなければならな

い。

④ リスクの最小限化

 製品の リスクアセスメン トを実施 し、許容可能な

リスクにまで リスクが低減 されていることが前提

となる。そのために合理的に予見可能な誤用に起因

するリスクがあれば、使用説明により残留 リスクを

説明しなければならない。

その後、TC協 会は日本規格協会と共同で英和対訳

版の冊子の完成に向けた作業を行なった。2013年

2月 に冊子が完成 し、IEC 82079・1規 格説明会～使

用説明のグローバルスタンダー ドを学ぶ～とい う

タイ トルで2013年2月22日 にセ ミナーを日本規

格協会と共催で開催 し、100名 を超える参加者が集

まった。このセミナーの参加者の多くは、違 う業種

の製造業者の方で使用説明の国際規格に強い関心

を寄せた。また、5月 に東京、6月 に京都でTC協

会の会員を対象 とした規格の説明会をTC協 会主催

で行なった。IEC 82079・1を 理解 し、使用説明の制

作プロセスの上流か ら対応 しなければいけないこ

とを訴えている。このことは、日本市場の特長であ

る、業界標準や関係団体のガイ ドラインに従 うこと

 (ガラパゴス化した対応)で は、国際規格に準拠し

たことにならない。
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4.TCに 求 め られ る創 造 性 とは

多様な使用説明を作成するために、多彩なコンテン

ツを複数の媒体に展開 し、最適な文書の設計を実現

するプロデュースカが必要になった現在では、創造

性豊かな情報発信が求められる。

情報の読み手である利用者から 「わかった」とい う

納得や 「よかった」という満足を引き出すためには、

利用者の主観に働 きかける伝達が必要だ。利用者の

関心を引き付け、よい結果につながる体験をもたら

すように、ポイン トを絞 り込み、利用者の視点を重

視した情報伝達が大切になる。そこか ら、利用者の

心に響 く使用説明が生まれるのである。

テクニカルコミュニケーターに求め られ る新 しい

技能として、豊かな創造性 を整理すると次のように

なる。

① 利用者の動機や反応を常に意識すること

デ ジタルカメラの利用者を例に考えてみよ う。い

つ、どのようにして 「欲 しい」と感 じるようになる

か、購入するまでにどんな点を何と比較するか、購

入 して家に持ち帰 りパ ッケージを開くときの期待

や不安は何か、最初にどんな撮影を試 したいと思 う

か、撮影した画像をどのように楽しむか、家族や友

人 とのコミュニケーシ ョンで写真をどんなふ うに

利用するかなど、利用者が製品に出会い、使ってい

く場面が数多く想像できる。

使用説明を作 り出す者は、それ らの場面ごとに、利

用者がどのような動機で説明を読み、その結果どん

な反応が生まれ るかを、自分の頭の中に生き生きと

描 き出すことが大切である。それには、製品や利用

者について深く理解すると共に、自分の作り出す情

報がどのように役立つのかを具体的に想像する習

慣を身に付ける必要がある。利用者の動機や反応を

常に意識することが創造性の土台 となる。これは、

使用説明の制作においても、ユーザーエクスペ リエ

ンス(UX)を 重要視する傾向を反映したものだ。
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② 市場の特性に対する豊かな想像力を持っ

製品やサー ビスを誰が、どこで、どのように使 うの

か、さまざまな市場について、利用場面を具体的に

描き出すためには、市場や利用者に対するさまざま

な調査・分析 と、それに基づく想像力が重要になる。

海外に輸出される製品の使用説明では、日本の習慣

や社会ルールが適用できない場合が少なくない。仕

向け地の市場や利用者の生活について、できるだけ

多くの情報を入手するように したい。特に仕向け地

が新興国である場合は、先進国の常識が通用 しない

ことがある。たとえば、新興国の平均的な家屋では、

先進国と比べて、コンセン トの数が少ない。常に電

源ケーブルをコンセン トにつなげた状態ではなく、

家電製品を使用するたびに同 じコンセン トに接続

しなおす ことも珍 しくない。そ うした状態を前提

に、使用説明の内容も見直さなければならない。

③利用者 と製品、サービスの関係を作 り上げること

使用説明は、利用者と製品やサービスをつなぐ橋渡

しとなるものである。また、製品やサービスを初め

て使 う利用者にとっては、最も効率的かつスムーズ

に、基本的な操作を習得できる筋道を示すことも使

用説明の重要な役 目だ。

現在の製品やサー ビスでは、操作のきっかけとなる

情報が、製品自体の各部に表示 されることが増えて

いる。それ らの情報には、ボタンやスイッチの形状

や配置、アイコンや機能名の表示、ディスプレーに

表示される情報など、多種多様なものがある。それ

でも、表示の意味が設計の意図どお りに利用者に伝

わらないことや、利用者が正 しく操作を行ったつ も

りでも思いどお りの結果が得られないこともある。

そのような場合に、どうすればよいかという解決方

法を示すことも使用説明の役割である。

テクニカル コミュニケーターは、利用者と製品やサ

ー ビスの間に どんな関係 を作 り上げればよいかを

問い続け、最適な答を導き出す必要がある。



④ 「よかった!」 を引き出すこと

現在の製品やサー ビスは、機能や性能面での差異化

要因が減 り、コモディティー(日 用品)化 が進んで

いると言われる。その中で、利用者に独 自性 をアピ

ール し、積極的に選択 してもらお うとするために、

多くの企業がさまざまな努力を重ねている。そのひ

とつが、利用者から見た 「経験価値」の重視だ。

利用者が製品やサー ビスと出会って使 う時間や空

間の全体を 「特別な経験」として印象づけ、買って

よかった、使ってよかった、来てよかったなど、個々

の利用者に喜びや感動 をもたらすことが大切にな

ってきた。この考え方は 「ユーザーエクスペ リエン

ス(UX)の 重視」と表現されることもある。

使用説明も、経験価値を創出するための重要な手段

とされている。利用者によりよい経験をもたらすた

めに、使用説明ができることを具体的にイメー ジ

し、表現につなげることが求められる。

⑤ 利 用 者 の 感 情 の 動 きに鋭 敏 で あ る こ と

利 用者 に よ り よい体 験 を もた らす た め に は 、個 々 の

使 用説 明 に つ い て 、利 用者 が どん な 感 情 を抱 くか を

無 視 す る こ と は で き な い。 「わ か っ た!」 や 「で き

た!」 と い う喜 び 、 「そ うだ っ た の か 」 や 「な る ほ

ど」 とい う納 得 な どの感 情 は 、製 品 や サ ー ビス に つ

い て も プ ラ スの イ メー ジ に通 じる もの だ 。 反 対 に 、

利 用 者 が 不 快 に感 じ る説 明 や 不 安 を 招 く よ うな 説

明 は 、正 確 な 理 解 の 妨 げ に な るだ けで な く 、製 品 や

サ ー ビス 、メ ー カ ー の ブ ラ ン ドイ メ ー ジ に もマ イ ナ

ス の影 響 を 及 ぼ して しま う。

自分 の 作 る使 用説 明 に よっ て 、利 用 者 が どの よ うな

感 情 の 動 きを 見 せ るか に つ い て 、常 に 敏 感 で あ る こ

とが テ クニ カ ル コ ミュ ニ ケ ー タ ー に は 求 め られ る。

⑥ 慣例や既成概念にこだわらないこと

技術進歩 と市場変化のスピー ドが速い現在、1年 前

の利用者に通 じた説明がそのまま通 じるとは限ら

ない。

最 も好ま しい反応を利用者から引き出す ことがで

きる使用説明は、時 と共に変わり続けている。

このため、使用説明を作るうえで、慣例や既成概念

に縛 られないようにすることが大切だ。使用説明の

制作現場では、過去の情報資産が徹底的に再利用さ

れることが普通である。過去の情報資産(類 似製品

の取扱説明書のデータなど)の 再利用の徹底は、独

創性や新鮮 さが最優先 されることの多いほかのコ

ンテンツにはない、使用説明とい うコンテンツに際

だつ特徴 とも言える。しか し、利用者との質の高い

コミュニケーションの実現のために、あえて過去の

情報資産の一部を切 り捨てる決断も求め られ る時

代になっている。

◆ 「使 用 説 明 」 と 「取 扱 情 報 」

こ こ まで に 述 べ て きた よ うな使 用 説 明の 多 様 化 は 、

PCを は じめ とす るIT分 野 の 製 品 では 、1990年 前

後 か ら始 ま って い た 。そ の 後 、情 報 家 電分 野 に 多彩

な製 品が 登 場 した2000年 以 降 に急 速 に 進 展 し、多

くの製 品 分 野 で見 られ る よ うに な っ た。TC協 会 で

は 、 この よ うな変 化 を受 け 、2005年 ごろ か ら 「製

品 取扱 情 報 」 や 「取 扱 情 報 」 とい う表 現 で 、 「使 用

説 明 」に 含 まれ る多 様 な情 報 を総 称 して きた 。同 じ

ころ か ら、使 用説 明 に 関 連 す る国 際 標 準 の 制 定や 、

中 国 や 韓 国 な どア ジ ア 市 場 で の 使 用 説 明 に 関 す る

情 報 収 集 に も、TC協 会 は積 極 的 に 関 与 して き た。

「使 用 説 明 」は 、国 際 標 準 にお い て は 、「instructions

for use」 とい う英 語 で表 記 され る こ とが定 着 して い

る。 また 、 中国 で は 、 「instructions for use」 を翻

訳 した 「使 用 説 明 」 とい う用 語 が 、関連 法規 や 国家

標 準 で 明確 に定 義 され 、 そ の使 用 が 徹 底 され て い

る。

この よ うな 国 際 環 境 の変 化 に 対 応 す る うえで 、 「取

扱 情報 」とい うTC協 会 独 自の表 記 に固 執 す る こ と

は 、表 記 の 混 乱 や 誤 解 を招 く一 因 とな る恐 れ が あ

る。そ の た め、TC協 会 で は 、 「使 用 説 明」 とい う表

記 へ の 統 一 を図 って い る。
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◆テ クニカル コミュニケーターに求められる意識

と知識

ここでは、制作担当者に求められる資質について、

意識と知識の両面から説明する。

① 企画意図に対する理解

制作担当者は、自分が担当する使用説明の企画意図

を深く理解 し、その実現に務めなければならない。

企画意図を理解するためには、企画段階で検討され

た製品の特徴や仕様、利用者の特性や使用 目的、使

用することで得られるメリットなどについて考え、

深く洞察することが欠かせない。また、企画意図を

理解する うえで、さらに重要なのは、使用説明の全

体を把握 して、自分の担当す る部分が果たすべき役

割や、読まれるタイミング、状況を理解することだ。

たとえば印刷媒体の取扱説明書を担当す るときに

は、組込型使用説明やカタログ、Webな ど、ほか

の使用説明が提供する情報を利用者がどのように

役立てるかを検討 し、全体 として無駄のない情報提

供を行 うことが大切になる。

② 品質に対する意識

使用説明の品質は、ユーザー品質と製造品質の両面

でとらえる必要がある。ユーザー品質は、利用者か

ら見て使用説明がどれほど役に立っているか、良い

利用経験をもたらすか、安全の確保と安心の提供に

有益であったかなど、利用者にとっての価値を測る

尺度で決められるものだ。製造品質は、それぞれの

使用説明を作り上げるうえで、正確で効率的に、か

つ適正なコス トで制作できたかを測る尺度によっ

て決まる。

一般にユーザー品質を高めることだけを目指せば
、

製造品質は低下するし、逆もまた真である。制作担

当者は自分の担当する職務について、ユーザー品質

と製造品質が最適のバランスを保つように配慮 し

なければならない。ユーザー品質 と製造品質の双方

について、ディレクターか ら達成すべき目標が示 さ

れているときは、与えられた目標を上回ることがで

きるように努める。

③ コス トに対する意識

使用説明の制作実務においては、成果物を適正なコ

ス トで作 り上げる必要がある。原稿の執筆や レイア

ウ トなどの作業工程では、所要時間がコス トに直結

する。制作業務がスター トする時点で、ディレクタ

ーか ら提示され るコス トの 目標 を制作担当者は常

に念頭に置き、できるだけ無駄のないように作業を

進める。

④ 納期に対する意識

使用説明の納期は、多くの場合、製品やサー ビスの

出荷スケジュールによって決定される。納期の遅れ

は、製品やサービスの出荷の遅れを招く原因 となる

ので、決められた納期を守ることは、制作担当者に

課せ られた大きな責任のひとつである。

⑤ 自己啓発に対する継続的努力

利用者に素晴 らしい利用経験をもたらすための使

用説明を作 り出すためには、制作担 当者は市販 され

ている書籍の書き手に負けない、魅力的な文章を表

現するカを身に付ける必要がある。日頃から、分野

を問わず魅力的な表現に接 し、読み手の心に響くよ

うに表現するにはどのような工夫や配慮があるの

かを知ろうとする探求心を持つことが大切だ。

また、現在の使用説明の制作技術は、速いスピー ド

で変化と発展を続けている。制作基盤を支えるテク

ノロジーや制作 ツール の分野で も改良 と革新 が

次々に行われる。 これ らの動向について関心を抱

き、新たなテクノロジーや制作ツールを取 り入れよ

うとする意欲を持ち続けなければならない。

⑥ 知識

制作担当者には、次のよ うな業務知識が求められ

る。

【使用説明に関する知識1

使用説明と制作技術、「使用説明」とは何か、使用

説明の制作実務、伝達の要となるコンテクス ト
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【各制作工程で求められる知識 と技能】

使用説明の制作工程、情報アーキテクチャーの設

計、表現設計、執筆、作図、印刷媒体の版下データ

の作成、印刷 ・製本、画面表示データの作成 ・組込 ・

配布

【複数の工程にかかわる知識と技術】

カラー表現、翻訳と多言語展開、品質管理と保守

【制作基盤技術とツール活用】

制作基盤 とは何か、フォン トと汎用データフォーマ

ッ ト、執筆ツール、作図ツール、レイア ウトツール ・

オーサ リングツール、翻訳ツール、校正支援ツール

【付帯技術】

コンプライアンス、社会的配慮、標準化と規格、認

知科学、使用説明に関連する国際規格や国家標準、

安全表記に関する国際規格や国家標準

5.取 説 新 時 代 ～ テ ク ニ カル コ ミュ ニ ケ

ー ター は ど う変 わ るべ きか!～

スマー トフォンや タブレット端末の爆発的普及は、

紙メディア依存からの本格的脱却を可能に した。域

内自由貿易協定が政治の中心テーマとなる時代は、

ガラパゴス化 している国内制度依存から国際標準

準拠への転換 を私たちに強く促すであろ う。2012

年に制定された使用説明の国際規格 IEC 82079・1

は、Webな ど電子的手段での使用説明の提供を積極

的に奨励 している。同時に、使用説明を取扱説明書

に限定せず、カタログやWebサ イ ト、ラベルや包

装、機器内蔵の操作ガイダンスやUIを も含むもの

として再定義 された。

これまで、テクニカルコミュニケーシ ョンはPCや

情報家電を主な適用対象として発展 してきたが、こ

れからは輸送機器、産業機器、医療機器なども強く

意識 したテクニカル コミュニケーション技術へと

昇華 してい くであろう。

このような変化を前にして、私たちテクニカルコミ

ュニケーターは、どのようなテクニカルビジョンを

描 くべきだろうか。私たちは どう変わるべきなのだ

ろ うか。

この 命 題 につ い て 、2013年8月 に開 催 され た テ ク

ニ カル コ ミ ュニ ケ ー シ ョン シ ンポ ジ ウム2013東 京

開 催 25周 年 記 念 イ ベ ン トに お い て 、 次 の よ うに

ま とめ た。

・使 用 説 明 の 国 際標 準 が 制 定 され 、TCの 仕 事 が 変

わ った。今 ま での や り方 で は世 界 に通 用 しな い こ と

を、理 解 す る こ とで あ る。 これ か らのTCに 求 め ら

れ る もの は 、マ ニ ュ ア ル 制 作 業 務 に加 え 、開 発 の 上

流 か ら製 品 戦 略1企 画 に 参 画 し、国 際標 準 を 理 解 す

る プ ロ にな る こ とが 第 一 歩 で あ る。つ ま り、使 用 説

明 を トー タ ル に マ ネ ー ジ メ ン トで き る人 材 が 必 要

で あ る。

こ の 人 材 育 成 に一 般 財 団 法 人 テ ク ニ カル コ ミュ ニ

ケー ター 協 会 と して も、企 業 と一 緒 に 取組 ん で行 き

た い と考 え て い る。

よ り詳 し くは 、次 の 図 取 説 新 時 代:テ クニ カル コ

ミ ュニ ケ ー ター は ど う変 わ る べ きか で確 認 くだ

さい。
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取説新時代:テ クニカルコミュニケーター(TC)は どう変わるべきか

       ～2005年            1            2006軍～2012年             、

   マニュアル/取 扱説明書 」  トリセツ:TCの 新たな活用  ∠

  一  一

碁磁麟 灘磯糠麟 羅1欝 薩駿 跡楕         ■薩 講離

1懸 灘 驚 鯵灘 懸 灘鴫騰
                                        φ明確化

1     議 慰
                               蕪 麟 競 ル
                                       ち雛 笛歎 、

   2013年～

使 用説明:取 説新時 代

域内自由買易協定が政治の中心

テ0マ となる時代は、ガラパゴス化

している国内鯛度俵存からの鋭却

を考える時期にきている。
・A瞭欄準への対応

ISO/IEC Guids 37/IEC8ZO79-1
・■内鯛度依存から図際棚準準拠

隠◎/IEC  馳  1 4 &(iuidsb1

地域や国別の法律や規格などを理

解しリスクアセスメントを行い、リス

クの最少化を行う.

スマートフォンやタブレット端末の

爆兜的普及は、紙メディァ依存か
らの本格的脱却を可能にした.

キュレisン やゲームニクスがそ

の解決の1つとなる。

お客様を原点に据え、口客起点で

価健提供を考えていく。

・れからのTCの方罷 畢

      賭  ` 巾     1      -  、

灘講饗灘響 鰹糊 聡

J竪 繋5鷺 黒 二憎

雛欝禦簾 慰 灘辮 繋

   刃.礁 瓢 俄 . ..

融 隔 醗 謬購 鎗.蠣
響 嚇蜘犀即 会肇 鱒態辱鱒鱒 ・鱒 ・警

扇欝嚢灘謹
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一
自然言語処理の発展に向けた情報共有 ・討論

開催報告

  株式会社 富士通研 究所

     岩 倉友哉

iwakura.tomova@ip.fuiitsu.com

1.は じめに

 本稿では、著者が主催者の一人 として関わっ

た、2014年3月 開催の言語処理学会第20回

年次大会 ワークショップについて紹介する。こ

のワー クシ ョップは、タイ トルの通 り、自然言

語処理の発展に向けた情報共有 ・討論を行 うこ

とを目的 とした。また、普段の研 究発表 を中心

とした ワー クシ ョップ とは異 なる趣 旨である

ため、会場での議論 を促進す ることに重きを置

き、次のような工夫を凝 らした。

 ● 長 めの質疑時間を割 り当て るよ うに し

   た。今回は、発表 と質疑の時間をそれぞ

   れ10分 に設定 した。

 ● 全てのセ ッシ ョンを、全発表が終了 した

   後に、まとめて、質疑の時間を取 るパネ

   ル形式 とした。

 当日は、130名 以上の参加者を迎え、活発な

議論が行われた。また、今後につながる多 くの

有益な意見も得 られた。以降、本 ワー クショッ

プの発表概要 を紹介 し、著者の所感 を述べ る。

最後、本報告書をま とめる。

2.発 表 概 要

 本 ワー クシ ョップ は、6つ のセ ッシ ョンで構

成 され 、 自然言 語 処理 の研 究者15名 に発 表 い

ただい た。ここでは 、それ ぞれ のセ ッシ ョンの

発 表 の概 要 につ い て紹介す る。発 表 内容 につ い

ては 、予稿 集 お よび ワー ク シ ョ ップホ ー ムペ ー

ジにある発表資料 もご参照願 いたい。1な お、

本稿の発表者の所属 は、2014年3月 時点のも

の とし、以降、全ての方の敬称は 「氏」で統一

させていただく。

 最初 のセ ッション 「言語処理 と機械学習」で

は、鈴木潤氏(NTT)と 工藤拓氏(Google)

に発表いただいた。鈴木氏か らは、自然言語処

理分野にお ける機械学習手法の解釈の整理お

よび位置づけについて、工藤氏には、機械学習

を用いた 自然言語処理 アプ リケーシ ョン開発

に必要な心得について発表いただいた。

 2つ 目の 「若手の主張」セ ッションは、金子

貴美氏(お 茶大)と 吉田光男氏(筑 波大)に 発

表いただいた。金子氏からは、"経 験主義"と
"合理主義"に 関す る疑問点な どについて研究

者 にイ ンタビューを行 った結果 を発表いただ

き、吉 田氏には、スター トア ップ企業 との産学

連携の可能性 について発表いただいた。

 3セ ッシ ョン目 「現実的な 自然言語処理へ向

けて」では、徳永健伸氏(東 工大)、 飯田龍氏

(東工大)、 松林優一郎氏(東 北大)に 発表い

ただいた。徳永氏か らは、計算言語学分野 にお

ける研 究者 の関心の推移調査結果の紹介お よ

び、"そ もそ もの言語処理研究"に 対する問題

1予 稿 集 と 一 部 の 発 表 資 料 は ワ ー ク シ ョ ッ プ

の ペ ー ジ か ら 入 手 可 能 で あ る 。

htt s°〃sites. oo Ie。comlsite!nl 2014ws!hom

elwakushoppupuroguramu1
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提起をいただいた。飯 田氏は、現状の研究にお

けるエラー分析 の不十分 さを指摘 され 、"ポ ス

トア ノテーシ ョン"と い う、実験結果に対す る

アノテーシ ョンを提案 された。松林氏か らは、

自然言語処理の解析技術の発展に必要 となる"

言語現象分析"と"言 語 資源構築 ・共有のあ り

方"に ついて発表をいただいた。

 4セ ッシ ョン目では、「現実的な自然言語処

理へ向けて」 として、横野光氏(NII)と 西

川仁 氏(NTT)に 発表いただいた。東 ロボプ

ロジェク トの一員である横野氏か らは、"書 か

れていることを理解す る"と い うことに対する

問題提起 をいただいた。また、西川氏か らは、

企業での要約技術の研究 とい う観点で、現実的

な要約実現のために解決すべき課題 について

発表いただいた。

 5つ 目のセ ッシ ョン 「大学 ・企業における今

後の言語処理研究テーマ」では、関根聡氏(楽

天技研NY&NYU)、 乾健太郎氏(東 北大)、

松井 くにお氏(ニ フテ ィ)の3名 に発表いただ

いた。関根氏は、言語処理技術の改善のための

エラー分析の重要性を述べ られ 、エ ラー分析に

関するワー クシ ョップ開催 の提案をされた。乾

氏は、言語 の意味の問題 に踏み込んでいくこと

の重要性 を発表 され、また、幅広い内容の論文

を集 めるために"査 読 を大 らかに"と の提言 を

された。松井氏か らは、ビックデータ活用にお

ける個人情報保護 のた めの 自然言語処理技術

の研究について提案 された。

 最後の6セ ッシ ョン 目では、「これか ら10

年 の自然言語処理」とい う題 目にて、鶴岡慶雅

氏(東 大)、 持橋大地氏(統 数研)、 松本裕治氏

(奈良先端大)に研究の方向性 について発表い

ただいた。鶴 岡氏か らは"世界モデル"と 対比 さ

せ なが らの 自然言語 理解 に向けた研 究の方向

性、持橋氏か らは自然言語処理研究においての

広い ・深い統計の利用 について、松本氏か らは

文の意味理解に向けた研究 について発表いた

だいた。

3.所 感

 本 ワー クシ ョップは、通常の学会発表ではあ

ま り耳にす ることがない、研究への想 いを聞 く

ことができる場 であった。また、質疑において

は、計算言語学だけでなく、言語学、機械学習

など、様 々な分野 の研究者 を交えた議論が行わ

れた。これ ら発表や議論 を通 して、多 くの研 究

者が共通に持つ意見や課題 がい くつか明 らか

になった。ここでは、その中で、著者の印象に

残った3点 を紹介 させていただ く。

 1点 目は、「エラー分析」の重要性である。

現在 までに、形態素解析や構文解析 、固有表現

抽出な ど多 くの 自然言語処理 タスクにおいて

高い精度が得 られ るようになった。しか し、こ

れ らのタスクにおいても、未解決の問題が多く

残 されているの も事実で ある。そこで、今後、

意味に踏み込んだ研究 を進 めるためにも、既存

の技術の 「誤 り分析」をきちん と行 った上での

研究が重要であるとい うことが多 くの研究者

の問題意識であると判明 した。この ワー クシ ョ

ップを受けて、様 々な言語処理技術においてエ

ラー分析を行い、次に対処すべき課題 を明確に

す るこ とを 目的にしたプ ロジェク ト 「Project

Next NLP」2が 開始 された。

 2点 目は、当然 のことではあるが、より良い

研究を行 うための基礎 の重要性である。何名 か

の発表者か ら、基礎 として学ぶべ き内容や、推

薦 図書が紹介 された。

 3点 目は、「自分が好きなテーマを見つける

ことが重要」とい うことである。実際、今回の

発表者か らは自然言語処理 に対す る情熱 が感

じられ、若手研究者 にとっては良い刺激 となっ

2Project Next NLPホ ー ム ペ ー ジ:

htt s:〃sites. oo le.com!site! ro'ectnextnl !
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たのではないかと思われ る。

 また、今回の論文や発表資料には、通常の論

文にはなかなか記載 され ることがない、自然言

語処理の現状に対す る意見や見解、今後への提

言が数多 く含 まれている。今回の発表者以外の

研究者の意見は、金子氏が実施 したイ ンタビュ

ー結果 にて、知 ることができる。是非、そち ら

の資料 も、御一読願いたい。3

4.お わ りに

 今回のワー クシ ョップは、普段の研究発表や

会話の端 々から垣間見えるものの、直接には聞

くことが少ない研究者の想いや現状への見解

を率直に聞 くことができる大変有意義な場に

なった。また、他分野の研究者 との交流を深め

る場 としても非常に良い ワー クシ ョップであ

った と思われる。これもひ とえに、発表者お よ

び参加者、本ワークシ ョップの開催 にご協力 い

ただいた皆様のおかげである。この場 を借 りて、

厚 くお礼 を申 し上げる。また、本 ワー クシ ョッ

プが、若手研究者の動機づけや、今後の研究テ

ーマの創出に繋が り、自然言語処理分野の発展

の一助 となれば幸いである。

3金 子 氏 の イ ン タ ビ ュ ー の ま と め:

htt'〃  k°m°kaneko miraiserver com1N

LP2014WS.ndf
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一
外 国特 許 調 査 を 日本 語 で 行 え るMT PIus ll/NEFス プ レッ ド

  本間 奨

日本発明資料株式会社

1.はじめに

 特許庁データ(図1)か ら明らかなように、 日本

特許のみならず米国特許 ・中国特許 ・欧州特許 ・韓

国特許など外国特許調査が必須になってきている。

特許庁IPDLや 日本特許情報機構JGPG検 索サー

ビスでは、いち早く外国特許公報を日本語で串刺し

検索 して、公報テキス トを日本語で表示する検索サ

ー ビスを提供 している。 日本発明資料株式会社で

は、昨年秋より特許庁向けに中国実案の機械翻訳事

業を請け負い、この一旦を担っている。ここに用い

られている翻訳システムがMT PIusで ある。

既存のルールベース翻訳ソフトでは重要技術キー

ワードとなる英単語の訳し分けの誤りが多い注Dことか

ら、MT PIusで は統計的機械翻訳エンジンを採用して

訳語精度向上を図った。あわせて、非テキスト情報処

理機能向上、発明の主題、構成要素分離性能を向上

させた。この結果、外国公報の発明特定事項をより

迅速に理解す ることができ、外国特許調査生産性の

向上に寄与することが期待 される。

嶺 世界の特許文献等

 i4001〔期o

 . ..

簿 脚 蜘

簿50UOOO

 .  ,

 :QO㎜

  0

(出貞)鵜跳庁作賎

中阻文献
籟

噌定ゆ

2.MT PIus IIとは

MT PIusは 英文特許翻訳に特化 した特許専用翻

訳システムであ り、訳語と語順の正確性を向上させ

るため、(独)情 報通信研究機構殿(MCT)と 共同開

発 した統計的機械翻訳エンジンをシステムのコア

として採用した。この翻訳エンジンは、日米対応特

許の訳文対から抽出した約3億 のエントリーフレ

ーズを有している。

MT PIus IIは、 MT PIusの 精度向上とあわせて多

言語対応を可能 とした。現時点では、英語 ・中国語 ・

韓国語から日本語に翻訳可能な多言語翻訳システ

ムであり、社内評価結果では他社比較で高精度であ

ることが確認 されている。

3.MT PIus皿 の翻訳精度

中日、韓日の翻訳例を以下に示す。MT PIus llで

は、手がかり句分析により、公報特有の文体に従っ

た翻訳文 となるよう工夫 されている。

     中国実案翻訳結果の比較例

中警 躯

v日蕊

中o印文献 が急増

丁ξ
、 遷 「

日本苅轍

, 22賃
し「駁竃⑪

唯苺

 7996199719981唱35920α 〕20012{均2 .. soda 2(052◎G620072α}32㎜201e
                 (e定 ㊥
〔注}世 昇で露行されたanA献 〔璽用緬案愈む,を貫語購に整環し. 複を樽隙したもの.複数

 の国に出馴され.公 閑された岡肉慰の競許文融について,日本語があるものは日本の特許
 としてカウン㌧ 日本緬がない場sに は.米凶〔葵勝レ.欧wcxta.仏 議.独腿}.韓 薗am

 隔).中国 、中国語ゆ 口で該坐する層・塗域(書晒ノの鱒齢文献としてカウント.

図1世 界 の 特 許 出願 件 数 動 向(特 許 庁 デ ー タ よ り)

注1)英 文公 報 で は 、公 報 中に繰 り返 し出 現 す る発

明 の キ ー ワー ドで 、同 じ単 語 が別 の公 報 で は 異 な る

意 味 を も っ こ と と が 少 な く な い 。 例 え ば 、

communicateは 「連 通 す る」、「通 信 す る」、develop

は 「開 発 す る」、 「現像 す る 」、applicationは 同 一 公

報 内 で も 「出願 」、「塗 布 」、 「印 加 」、 「応 用 」、 「ア プ

リケ ー シ ョン 」な どの訳 し分 け が 必要 とな る。統 計

的機 械 翻訳 以外 で は 訳 し分 け が難 しい。

CN202577804請 求項1

一神太阻能建筑錯杓 ,其 特征在子,包 括混凝土杓

件和光伏板,所 述混凝土杓件i所 述光伏板貼合在一

起,且 所述光伏板位干所述混凝土杓件的外側

MT PIus II中日翻訳

ソーラー建物構造であって、以下のものを含む。

コンクリー トとソーラー電池パネル、前記コンクリ

ー ト部材と嵌合 しソーラー電池パネルと前記ソー

ラー電池パネルは、前記コンクリー ト部材の外側に

配置されることを特徴とする,ソ ーラー建物構造。

A社 中 日翻訳

太陽電池パネル部材とコンクリー トを含むが、翼

i.; 部材や光発電パネルを貼 り合わせて、太陽光

発電パネルが外に配置され、前記太陽建物の構造

は、コンクリー ト部材 と.述べた。

B社 中日翻訳

太陽建築構造,そ の特徴は,コ ンクリー ト部材 と

ズ房光瓶 前記コンクリー ト部材 と前記太陽光パネ

ル貼 り合わせ,且 つ前記ヌ暢 光椥 ま前記 コンクリー

ト部材の外側に位置 している。
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      韓 日翻訳結果の比較例

KR,2007-0097923発 明の名称

普旨 組ス陪 誓号 豊暑琶 ユ 刈呈 唐唱 喫

ユ暑 呈曾糾セ司暑 。1ヌト組ス1

MT PIus II韓日翻訳

リチウム電池用正極活物質、その製造方法及びそ

れを用いた リチウムニ次電池

A社 韓 日翻訳

リチウム電池用正極活物質、その製造方法および

彼含むリチウムニ次電池

C社 韓 日翻訳

 リチウ電池用正極活物質,そ の製造方法及びそれ

を含む リチ ウムニ次電池

精度比較は以下の中国実案請求項(中 日)、 米国

特許 ・中国実案DOCDB(英 日)に ついて実施 した。

技術分野と公報原文

①化学(化 学式を含む)

②物理(数 式含む)

③自動車(電 気自動車等)

④マーキング(プ リンタ等)

⑤医薬(遺 伝子組み換え等)

⑥電気通信

⑦機械

⑧建築

中国実案、米国特許

中国実案、米国特許

中国実案

中国実案

中国実案

中国実案

中国実案

中国実案

前記公報原文をもとに、現時点で、最も高精度と

考えられる3社 の特許検索サービス/翻訳システム

とMT PIus llを以下の(1)～(3)の 観点で比較

分析をお こない、その結果を図2に まとめた。

(1)評価対象の段落

①発明の名称

②要約

③請求の範囲 第一請求項 、第二請求項

(2)評価方法

①(3)で 定義 され る段落単位あた りの誤り数

②段落中に同 じ語で複数誤 りがあっても1と する

(3)誤 りの定義

①訳語が付与 されない未訳語があれば未訳語1に

つき誤 り数1と する

②訳 し分けができていない語(例:lightを 光 と訳

すべきところを軽いと翻訳するなど重要な用語で

の誤 り)が あれば誤 り数1と する。

③関係代名詞や表現の誤訳(例:前 段とのつながり

で、whereを 「どこ」と訳すなどの誤 り

④数式の誤 り 原文比較での誤 り

⑤化学式の誤 り 構造式の誤 り(語 順含む)

⑥要素記号(構 成要素となる名詞の単語と対にな

る語尾の数字やアルファベッ ト)の対応関係の誤 り

⑦数値範囲指定の誤 り

⑧ 日本特許公報では用いられない用語

翻 訳 システ

ム

MT PIus II

A社

B社

D社

英日翻訳

発明の名称N=12

0.08

0.25

0.42

0.50

要 約N=13

0,38

t.38

1.31

2.57

中 日翻訳

請求の範囲N=16

0,69

1.50

2.50

z.so

z.00

1.50

1.00

0.50

0.00

MT  A社   B社   D社

Plus II

  i2.50,

z.00

  i
  }
iso

  i

1.oo

0.50

0.00
7

M丁  A社   8社   D社

Plus II

2.50

z.00

1.50

1.00

o.so

1//

一
一

MT  A社   B社

Plus II

7

図2精 度比較 表の値 とバーの縦軸は段落1件 あた りの誤 り数で、値が小さいほど高精度である。
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MT PIus llで は 、 NICT新 翻 訳 エ ン ジ ン と独 自辞 そ の 結 果 、NEFス プ レ ッ ドで は 、 最 初 の 頁 に発

書 に よ り、テ キ ス ト部 の翻 訳 精 度 が 高 い こ と、 さ ら 明特定事項に関係する重要情報が、次ページ以降に

に、数式や化学式(上付き文字や下付き文字に隣接 詳細な説明、最後に図面という順番でどの公報でも

する化合物名)な どの非テキス ト部についても正確 同じように表示される。そのために、翻訳結果を独

に翻訳できるよう改善されており、総合評価では図 自のXML形 式に変換 してからXML⇒PDF出 力を

2に あるように他社翻訳結果に比べて高い翻訳精度 行 っ て い る。

を 有 して い る。 NEFス プ レ ッ ドの 大 きな 特 徴 は 、 図3の よ うに 、

2頁 分の情報が見開き状態で横長表示され、PCデ

4.NEFス プ レッ ドとは イスレイの縦横比率に適合するためPC画 面上で見

NEFス プ レッ ドは 、 米 国 特 許 、 中 国 特 許 ・実 案 、 易 い とい うメ リ ッ トを 持 つ。2頁 を同 時 に表 示 す る

韓 国 特許 、 ヨー ロ ッパ 特 許 、WO特 許 の 五 大 特許 庁 も うひ とつ の メ リ ッ トは 、発 明 の名 称 、要 約 、代 表

の外 国公 報 を 多言 語 翻 訳 シ ステ ムMT PIus IIに よ 図、請求の範囲が1画 面に集約 されるため、発明特

り日本語化 されたPDF明 細書である。公報原文は 定事項の理解がしやす くなり、調査する上で使いや

XML形 式で各国特許庁より提供 されてお り、NEF す い とい うメ リ ッ トが あ る。

スプレッドは数式や化学式、図、改行などのXML 図3に 数式が発明の構成要素になっている中国実

タグ情報を翻訳結果に反映可能とした。あわせて、 案 のNEFス プ レ ッ ドの 例 を示 した。 図3で は 、

NEFス プ レ ッ ドは以 下 に述 べ る メ リ ッ トを有 す る DOCDB英 文タイ トル と要約を併記し、英文をもと

2頁 見 開 き形 式(ス プ レ ッ ド)で 提 供 され る。 に日本語を生成 した。請求の範囲以下は中国語原文

一般 に
、 公 報 種別(公 開 ・登 録)や 国 に よ り公 報 の から日本語を生成 した。この例では、請求の範囲に

段 落 の順 序 が異 な るが 、NEFス プ レ ッ ドでは 、書 数式が含まれるケースであるが、原文XMLの 数式

誌 情 報 、発 明 の名 称 、 要 約+代 表 図 、 請 求 の 範 囲 、 タ グ にNEFス プ レ ッ ドが 対応 して い るた め 、 フォ

詳細な説明、図面という順番に規格化されている。 ン トの数式が表示可能となっている。

ゼρ 中国実用新案公報(Y)

`公瓠O弓 】C3ZOU440∬Y
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【矯褒項11
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【鋤承嘆21
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        こめ {㎞ ミmzM4W     
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あることを韓徹とtb.蹟 家項1に紀麓内側及び外側コーナーエッジ濁鄭アシンメトリデイスクか04一 ナイ
フリング.

【撲辮分覇
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図3NEFス プレッド中国実案例。タイ トル要約はDOCDB英 文から、請求項以降は中国語から翻訳を行った。
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化合物の構造式が発明の主題になっている米国

特許のNEFス プレッドの例を図4に 示 した。図4

の例では、大量の数値実体参照コー ドや下付 き記号

タグが化合物名に接 しているが、化合物名が未訳に

ならないような対応をしてお り、 「C5・Cloア リー

レン」 のように化合物名が正 しく翻訳される。ま

た、発明の主題そのものが化学構造式になっている

ため、構造式が公報XMLの 指示通 り、正確にテキ

ス ト中に埋め込まれて表示 される。

NEFス プ レッドでは、原文が中国語、韓国語の

場合、原文表示は行わないが、英語の原文が存在す

る場合は、図3,図4に 示すように段落単位に英文

と翻訳日本語を上下に配置 した。

5.おわ りに

 これまでの特許機械翻訳では、訳語精度の課題 と

あわせて、数式、化学式、文中への図挿入などの原

文XML情 報が欠落 していた り、翻訳で破損するこ

とがあり、翻訳文と公報原文イメージを相互参照す

る必要があった。NEFス プレッドでは、テキス ト

の高精度化 とあわせてこれまであまり問題視 され

てこなかった非テキス ト部の情報が損なわれ注2)な

いような改善を行った。

その結果、主要五大特許庁の外国公報を日本語

で、公報原文を参照 しなくとも素早く内容把握する

ことが可能 となり、調査生産性向上が期待されるも

のである。

特許検索サービス分野では、 「はじめに」述べた

ように中国・韓国を含む五大特許庁から発行される

外国特許の日本語対応が急務の課題であり、膨大な

特許文献を精査するためには、正確で見易い特許翻

訳が強く望まれている。XML対 応の高精度な機械

翻訳以外にその解決手段はなく、MT PIus II/NEF

スプレッドが外国特許調査の生産性向上、ひいては

研究開発の一助となることを願ってやまない。注3)

 最後に、(独)情 報通信研究機構ユニバーサルコミ

ュニケーション研究所多言語翻訳研究室 隅田英

一郎室長、内山将夫主任研究員には統計的機械翻訳

エンジンの技術移転にあた り多大なご協力をいた

だきました。ここに厚 く御礼申し上げます。

注2) そ の 多 くの 要 因 は 、 公 報 原 文XMLに 翻 訳

シ ス テ ム が非 対 応 で あ る た め に 生 じて い た。

注3) 2014年9月 リ リー ス予 定。 本 製 品 紹 介 の

画 面 レイ ア ウ トは 予 告 な く仕 様 変 更 され る こ とが

あ りま す。
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AAMTIJapio特 許翻訳研究会 拡大評価部会の活動について

              江原暉将

山梨英和大学(AAMTIJapio特 許翻訳研究会 拡大評価部会 部会長)

1. はじめに

 翻訳の評価は難 しい。人間の翻訳でも、いろいろ

な議論がある。機械翻訳(MT)に おいては、 AAMT

機械翻訳課題調査委員会が、利用者に対するアンケ

ー トの形で、広範な観点からMTの 評価を実施 して

いる[1】【2】。

 AAMT/Japio特 許翻訳研究会では、特許文書の機

械翻訳に関する様々な研究を行ってきた。その中で

MTの 評価に焦点を合わせた 「特許文書の機械翻訳

結果評価方法検討会」を2012年 に開催 した[3】。こ

の検討会では、研究者、開発者、利用者がそれぞれ

の立場で評価についての見解を述べ、総合討論を行

った。当研究会としては、この検討会を受けて更に

議論を深める必要性を認識 し、拡大評価部会を設置

した。本部会の活動の詳細については[4](5】で報告

されてお り、本文では概要を紹介する。

2.拡 大評価部会の組織 と目的

 拡 大評 価 部 会 の組 織 は 、親 委 員 会 で あ る

AAMTIJapio特 許翻訳研究会の委員を中心として、

外部専門家にも加わっていただき構成されている。

現時点での構成員は11名 である。

 本部会の活動目的は以下のとお りである。まず、

MTの 評価を行 うには、「評価の目的」を定めない

と議論が発散する。特許文書のMTの 利用 目的とし

ては、(1)技 術調査、(2)外 国への出願、(3)特 許庁

での審査業務での利用、が考えられる。その中で、

本部会では、「技術調査目的」のために特許文書を

機械翻訳する場合に 目的を絞って議論を進めてい

る。そして、評価手法の理想形、理想を実現するた

めの課題、課題克服への道程を明らかにすることを

活動目的としている。

 具体的には、次の3つ の項目に分けて活動を行っ

て い る。

 ・人 手 評 価

 ・自動 評 価

 ・評 価 用 テ ス トセ ッ ト

3.人 手 評 価

 人 手 評 価 はMTの 結 果 を人 間 の評 価 者 が 評価 す

る もの で あ り、手 法 自体 はALPACレ ポ ー トで も用

い られ て い る歴 史 の 古 い もの で あ る。 人 手 評 価 は 、

コス トは か か る もの の 、信 頼性 が 高 く、実用 シス テ

ム の 評 価 で 多 く用 い られ て い る。

 本 部 会 で はNTCIR・9とNTCIR-10で の人 手評 価

手 法 を 中心 に 検 討 した 。NTCIRは 多 くの参 加 者 の

シ ス テ ム を 評 価 す る評 価 型 ワー ク シ ョ ップ で あ り、

NTCIR-7か ら特 許 の 機 械 翻 訳 タ ス クが 行 われ て き

た(PATMTま た はPatentMT)。 NTCIR・9と10で

は 人 手 評 価 基 準 と してAdequacyとAcceptability

を 用 い て い る。Adequacyは 従 来 か らあ る人 手 評 価

基 準 で あ り、 翻 訳 の 正確 性 を評 価 して い る。 一 方 、

AcceptabilityはNTCIR-9で 独 自に 考 案 され た 評 価

基 準 で あ り、特 許 文 書 のMT結 果 を技 術 調 査 目的 に

利 用 した と き の 有 効 性 に つ い て 評 価 す る も の で あ

る。 さ らに 、NTCIR・10で は 特許 審 査 時 にMTを 利

用 す る こ とを想 定 した評 価 も 実施 して い る。現 在 進

行 中 のNTCIR・11で は 、特 許 機 械 翻 訳 タス ク を実

施 して い な い た め 、今 後 は他 の ワー クシ ョップ と連

携 して人 手 評 価 基 準の 充 実 に努 め て ゆ き た い。

4. 自動 評 価

 自動 評 価 は 、MT結 果 と理 想 訳(基 準 訳 と もい う)

と の 近 さ を何 ら か の 方 法 で 自動 的 に 計 算 す る も の

で あ り、人 手評 価 と比 較 して コス トが低 い。 自動評

価 基 準 は 、BLUEか ら始 ま り、そ の 後 、多 くの 手 法

が 提 案 され て い る。精 度 も徐 々 に高 くな っ て き て い
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るが、未だ十分であるとはいえない。

 本部会では、まず各種自動評価基準の性能や得失

を確認することから始めている。具体的には、WMT

やNTCIRの データを用いて各種の自動評価結果 と

人手評価結果 との相関を比較することで調査 して

いる。今後は、より良い自動評価基準を考察すると

ともに、人手評価を補完するために自動評価を利用

する手法についても検討 したい。

5.テ ス トセッ ト

 AAMTで はMT評 価のためのテス トセ ットを提

供 している[6】。これ らは、基本文を対象 としたも

のであり、文型や語彙が特徴的な特許文書に適用す

るには内容が不足する。そこで、本部会では特許文

書を対象にした中日テス トセ ットを構築 している。

そのために文献[7]やパテン トファミリーを利用 し

て中日の平行コーパスを整備 し、それ らに、MT評

価のための設問を設定している。2013年 度末現在

で、32文 のテス ト文を整備 し、104の 設問を設定

した。 しかし、まだ不足 してお り2014年 度も引き

続き整備を継続する予定である。

6. おわ りに

 AAMTIJapio特 許翻訳研究会 拡大評価部会の活

動について概要を紹介 した。特許分野ではMTが 実

用されてお り、MT結 果の正確な評価の重要性はま

すます高まっている。しかし本評価部会の活動 目的

である 「評価手法の理想形、理想を実現す るための

課題、課題克服への道程を明らかにする」ことは、

緒についたばかりであり、やるべきことが多く残さ

れている。

 人間の翻訳に対 してではあるが、文献[8】に次の

ような記述がある。 「た とえ文学ではなくても、翻

訳をするからには、これだけはおろそかにしていた

だきたくない。それは、美 しい日本語を書 くという

こと。ケーキの焼き方でも、カタログの説明でも、

意味さえとおればいいという、機能一点ばりの考え

は捨ててください。」

 MTの 結果に対 してこのような評価が可能にな

る日までには、未だ相当な時間がかかるであろう。

「実 用 一 点 張 り」か も しれ な い が 、よ り良 い評 価 手

法 の 実 現 を 目指 して今 後 と も努 力 して ゆ きた い 。

 本 部 会 の活 動 に 対 す る読 者 の み な さ ま の ご批 判

や ご提 案 を歓 迎 い た します 。ご意 見 はAAMT/Japio

特 許 翻 訳 研 究 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

(http:〃aamtjapio.com!)に あ る"Contact us"の ボ

タ ン か らお 願 い い た しま す。

参 考 文 献

[1]AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会WG2:英 日 ・

 日 英 機 械 翻 訳 に 関 す る ア ン ケ ー ト結 果 報 告,

 AAMTジ ャ ー ナ ル, No.45, Jun.2009.

[2】AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会WG2:英 日 ・

 日 英 機 械 翻 訳 に 関 す る ア ン ケ ー ト結 果 報 告,

 AAMTジ ャ ー ナ ル, No.50,0ct.2011.

[3】AAMTIJapiQ特 許 翻 訳 研 究 会:特 許 文 書 の 機 械

 翻 訳 結 果 評 価 方 法 検 討 会 資 料,Sept.2012.

 http:〃aamtjapio.comlkenkyu!discussionO 1'01・

 html

[4】 日本 特 許 情 報 機 構:平 成24年 度AAMTIJapio

 特 許 翻 訳 研 究 会 報 告 書,Mar.2013.

 http:〃aamtjapio.com!kenkyu1丘leslkenkyuO3!A

 AMT_Japio_20130331s.pdf

【5】 日本 特 許 情 報 機 構:平 成25年 度AAMT!Japio

 特 許 翻 訳 研 究 会 報 告 書,Mar.2014.

 http:〃aamtjapio.com/kenkyu/files/kenkyuO4/A

 AMT_Japio_20140331.pdf

【6]AAMT機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会WG1:AAMT

 機 械 翻 訳 文 テ ス トセ ッ ト(第1版)公 開 に 向 け て,

 AAMTジ ャ ー ナ ル, No.45, Jun.2009.

[7]特 許 庁:日 本 語 特 許 出 願 書 類 の 中 国 語 へ の 機 械

 翻 訳 に 関 す る 調 査 報 告 書,Feb.2011.

 http:〃www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/chousa/pd

 f/tokkyo_kikai_honyaku_houkoku/chn_all.pdf

【8】別 宮 貞 徳:翻 訳 読 本,講 談 社 現 代 新 書,p.19,

 April,1979.

44



一
これ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVb1.2

機械翻訳課題調査委員会WG1、 WG2

は じめに

 前号に引き続 きメールマガジンのバ ック

ナ ンバーをお届 します。今回は第13号 か ら

第20号 です。

 今回 も様 々な情報があ りま した。14号 で

はAAMT会 員の方か ら提供 された情報を配

信 しま した。今後 も引 き続 き、可能 な限 り

ご提供 いただいた情報には対応 させ ていた

だ きたい と思います。 メールマガジンの趣

旨に適 した情報が あ りま した ら、お知 らせ

いただけま した ら幸いです。 また、その他、

お気づきの点な どがあ りま したらAAMT事

務局 まで ご意見 をお寄せいただけま した ら

幸いです。

 では、メールマガジン第13号 か ら第20

号までを再びお届け します。

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

13号(2014/01124配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当です。厳 寒 の候 、寒 さはまだ ま だ厳 しく、

各 地 で雪 も降 りま した が 、 いか がお 過 ご し

で した で しょ うか。 路 面 も凍 結 しや す い で

す の で 、足 元 に はお気 をつ け くだ さい。 で

は 、メール マ ガ ジン第13号 をお届 け します。

■地 図 上 で言 語 を確認 で き る!? ビジ ュア

 ル 型 翻 訳 サ イ ト 『European word

 translator』 登 場

ヨー ロッパの言語や地理に興味があ る人

に う っ て つ け の 翻 訳 サ イ トが 公 開 さ れ ま し

た 。 こ の 翻 訳 サ イ トで は 、 英 単 語 を 入 力 す

る と そ の 結 果 が35パ タ ー ン 、 ヨ ー ロ ッパ 地

図 上 で 表 示 さ れ ま す 。

http:!/www.excite.co.jp/News/net _clm1201

40117/Getnews 496035.htm1

■ファース トデザイ ンが全 ク リエイ ターの

 プ ロフィール を英語対応に

 エ フ ・プ ラ ッ ト株 式 会社 が運 営 す るデ ザ

イ ン ・イ ラス トをWEBで 簡 単発 注 で きる

「 フ ァ ー ス ト デ ザ イ ン 」

(http:〃www.fast-d.com1)は 、 ク リエ イ タ

ー(デ ザイ ナ ーや イ ラ ス トレー ター 等)の

プ ロフ ィール を登録 完 了 と同時 に英

語 化 し、海 外 の クライ ア ン ト(顧 客)が 日

本 の ク リエ イ ター に漫画や イ ラス

ト、デ ザ イ ンの制 作 を依頼 で き る環境 を整

えま した。

http:〃sankei.jp.msn.com/economy/news/1

40116/pr114011609500020-nl.htm

■40力 国 語 以上 に対応 す る翻 訳 アプ リ

 「Bing翻 訳」が音声入力をサポー ト

 入 力 したテ キ ス トの 翻訳 だ けで な く、 カ

メ ラで撮 影 した テ キ ス トの翻 訳 もサ ポ ー ト

してい る 「Bing Translator」 が、 言葉 を聞

き取 っ てテ キス ト化 し、 翻訳 して くれ る よ

うにな りま した。

http:1!www.forest.impress.co.jp/docs/news/
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20140116631043.htm1

AAMT Forum メール マ ガジ ン

14号(2014102107配 信)

 こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担

当です。暦 の上では春 とな りま したが、ま

だまだ厳 しい寒 さが続いています。 関東や

日本海側では雪 も降 りま したが、体調 な ど

は崩 してお られないで しょ うか。では、メ

ールマガジン第14号 をお届 けします。

■TAUSが テ クニ カル コ ミュニ ケー ター 協

 会 とパ ー トナー 提携

 TAUSと テ ク ニ カ ル コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー 協

会(TC協 会)が パ ー トナ ー と し て 提 携 し ま し

た 。 こ の 提 携 に よ り 、TC協 会 の 会 員 で あ る

多 く の 日 本 企 業 が 、TAUSや そ の メ ン バ ー

が 作 成 し た レ ポ ー ト、 オ ン ラ イ ン 上 の リ ソ

ー ス
、 ツ ー ル 、 デ ー タ 、 マ ト リ ッ ク ス に ア

ク セ ス で き る よ う に な り ま し た 。

https:〃www.taus.net!taus・and-japan・tech

nical-communicators-association-announc

e-partnership-japanese

中 論 文 抜 粋 コ ー パ ス(ASPEC・JC)か ら 成 る 、

世 界 初 の 大 規 模 な 論 文 対 訳 コ ー パ ス で す 。

http:〃orchid.kuee.kyoto-u.ac.jp/ASPEC/

■CIEC/第101回 研究会 「機械翻訳 との上

 手なつきあい方」を3月 に開催

 コン ピュー タ利 用 教育 学会(CIEC)は 、第

101回 研 究 会 「機械 翻訳 との上 手 なつ きあい

方 」 を3月8日 に開催 します。 現 時点 での

機 械 翻 訳 ソフ トの 実力 を知 り、そ の 可能 性

と限界 、 問題 点 な どを把 握 し機 械 翻訳 との

っ きあ い方 を考 えます。

http:〃ict・enews.net12014101128ciec・21

■ 日常 日本語 を平易でわか りやす い英語 に

 翻訳す る格安なネ ッ トサー ビスを開始

 (以下、AAMT会 員様 か らの情報です)

 ラ ングテ ックは 、ネ ッ トにつ なが ったパ

ソコ ン、 タブ レッ ト端 末 、 スマ ホ で利 用 で

き、英 語 で の情報 発信(パ ー ソナル1ビ ジネ

スEメ ール ・プ ログ ・日常 会話)や 英 語 学

習 の手軽 な ツール とな るLaurel・II日 常 語

日英翻 訳 サー ビス を開 始 しま した。

http:〃www.languetech.co.jp!

■ASPEC(ア ジア学術論文抜粋 コーパ ス)

 公開

 独 立行 政 法 人 科 学 技術 振 興 機 構(JST)と

独 立行 政 法 人情 報通 信研 究機 構(NICT)が 共

同 で作成 した ア ジア学 術 論 文抜 粋 コーパ ス

(Asian Scientific Paper Excerpt Corpus

ASPEC)が 公 開 され ま した。 ASPECは 、約

300万 対 訳 文 か らな る 日英論 文 抄録 コーパ

ス(ASPEC・JE)と 約68万 対訳 文 か らな る 日

AAMT Forum メール マ ガ ジン

15号(2014102121配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マガ担

当で す。 関 東 や東 北 で は記録 的 な 大雪 が 降

る な ど、未 だ冬 を強 く感 じる この 頃 、い か

がお 過 ご しで しょ うか。 寒 い 日が続 き ま し

た が、 週 明 け には気 温 も上 が り、 よ うや く

春 の気 配 を感 じ られ るそ うです 。 で は 、 メ

ール マガ ジ ン第15号 をお届 け します 。
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■外 国人旅 行 客 向 けに翻 訳機 能付 き の 「ス

 マ ー トメ ニ ュー 」、 エ クス ウェア

 エ クス ウェア は、飲食 店 向 けにiPadな

どの タ ブ レッ ト端 末 を利 用 し、外 国人 へ の

接 客 を支援 す る 「ス マ ー トメニ ュー 」 を発

表 しま した。

http:〃www.sbbit.jp/article/cont1!27555

■wWeb:英 語 の原文 と日本 語翻訳が 同時

 に読めるブ ラウザ!海 外ニ ュー ス調査が

 捗 ります。

の頃、気温の変化 に体調 を崩 されませ んよ

うに。では、メールマガジン第16号 をお届

け します。

■機械翻訳 との上手な付 き合 い方 こんな

 時 こそ、機械翻訳!

 機 械 翻 訳 を利 用 す る際 の 注意 点や 、機械

翻 訳 を使 っ た こ とに よる悪 い実例 な どを解

説 して います。

http:〃www.worldjumper.com!machine・tra

nslationtips/

 2画 面で ウェブが 見 られ るブ ラ ウザ ア プ

リの紹 介 です 。 自動 翻 訳機 能 を使 えば画 面

の上 半 分 に原 文 、 下半 分 に翻 訳 ペ ー ジ と表

示 で き、原 文 と翻 訳 文 を簡 単 に比 較 で きま

す。

http:〃www.appbank.net/2014/02!151iphon

e-application/750429.php

■ 「猪 八戒 」→ 「Pig」:Google翻 訳 で い ろ

 んな キ ャ ラクター の名 前 を英 訳 してみ た

 話 題 に な っ て い るTwitter上 の と あ る ツ

イ ー トで は 、 他 の キ ャ ラ ク タ ー の 表 現

が ど の よ う に な る の か 試 し て い ま す 。

http:〃news.livedoor.com/article/detaiU854

5272/

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

16号(2014103107配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当で す。 春 とは い え まだ 浅 く、寒 さの名 残

が感 じられ る 日が続 きます 。 か と思 え ば大

変 暖 か くな る 日もあ り、寒 暖 入 り混 じる こ

■富士通、 リアル タイムのメ ッセ ージ翻訳

 や触感 を再現す るデ ィスプ レイな どスマ

 ー トデバイスの未来像 を提示

 ス ペ イ ン ・バ ル セ ロ ナ で 開 催 さ れ た

Mobile World Congress 2014の 富 士 通 ブ ー

ス で は 、 富 士 通 の 翻 訳 エ ン ジ ン 「ATLAS」

を ベ ー ス に し て 、 英 仏 日 の3力 国 語 に よ る

リ ア ル タ イ ム 同 時 変 換 の デ モ が 行 わ れ ま し

た 。

http:〃wirelesswire.jp/speciaU201402/01/re

port/16.htm1

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

17号(2014103120配 信)

 こん にちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担

当 です。 春 一番 も吹 き、 よ うや く暖 か くな

っ て きた この頃 、 い か がお 過 ご しで しょ う

か。 本年 度 もそ ろそ ろ終 わ りが近 づ い て き

ま した が 、新 年 度 を迎 え る用意 は よ ろ しい

で しょ うか。 で は、メール マ ガ ジ ン第17号

をお届 け します 。

47



■ これ って 「ほ んや くコンニ ャ ク」 じゃ ん。

 会 話 も 翻 訳 で き る 『Translator Vbice

 Translate』 で外 国語 を楽 しも う

 パ ッ と 起 動 し て ち ゃ ち ゃ っ と 検 索 ・即 表

示 じ ゃ な い と 、 い ざ と い う と き に 使 え な い 。

そ ん な 思 い を 具 現 化 し た よ う な 翻 訳 ア プ リ

『Translator Vbice Translate』 の 紹 介 で す 。

http:〃ch.nicovideo.jp!tabroid/blomagalar4

...

■機械翻訳のノイズの中にも何かを見つけ

 る

 機械 翻 訳 で生成 され たオモ シ ロ 日本 語 で

は、 まれ に、 あ ま りに唐 突す ぎて原 文 が ま

った く想 像 で きな い場 合 もあ ります 。 そ の

よ うな 翻訳 へ の遭 遇 を新 しい知 識 を得 るチ

ャンス と し、 その一例 を紹介 してい ます。

http:〃cb・110n.blogspot.jp/2014/03/blog-pos

t6.htm1

■Android版 「Google翻 訳 」がv3.0.5に ア

 ップデ ー ト、手書 き入 力 で13言 を新 たに

 サポー ト

当で す。 温 暖 の候 とな り、桜 も咲 き始 め、

過 ご し易 くな りま した。 春 眠暁 を覚 えず 、

とは言 い ます が 、 生活 の リズ ム を崩 さない

よ うに 気 をつ けま し ょ う。 で は 、 メール マ

ガ ジン第18号 をお届 け します。

■大手IT企 業が殺到 、音声翻訳 アプ リが

 台頭

 マ イ ク ロ ソフ トは音 声認 識 を含 む 自律 的

イ ンタ ラ クシ ョンの 開発 に取 り組 み 、 グー

グル はモ バ イル 音 声 翻訳 技 術 の研 究 、 フェ

イ ス ブ ックはモ バ イ ル音 声 翻 訳 ア プ リの 開

発企 業 を買収 しま した。

http:〃www.xinhuaxia.jp/sociaU29531

■スマ ホ が翻訳機 にな るAndroidア プ リが

 イ カス!

 36ヵ 国 語 の相 互 翻 訳 に対 応 した(う ち

12ヶ 国語 は音 声入力 に対 応)ア プ リ、『旅 行

翻訳』 の紹介 です 。

http:〃weekly.ascii.jp/elem/000/000/206!20

6492/?rankaad

 ア ラ ビア語 、ボ スニ ア語 、セ ブ語 、 グ ジ

ャラー ト語 、 ミャオ語 、 カ ンナ ダ語 、マ ル

タ語 、モ ン ゴル語 、ペ ル シ ャ語 、パ ンジ ャ

ブ語 、 ソマ リ語 、 タ ミル 語 、 テル グ語 の手

書 き入力 がサ ポー トされ ま した。

http:〃getnews.jp/archives/532519

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

18号(2014104104配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ルマ ガ担

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

19号(2014104118配 信)

 こんに ちは。AAMT Forumメ ルマ ガ担

当です 。 ぽ か ぽ か陽 気 で うた た寝 の心 地 よ

い この頃 、 い か がお 過 ご しで しょ うか。 仕

事 中は眠 気 に負 け ない よ うに気 をつ けま し

ょ う。で は、メール マ ガ ジ ン第19号 をお届

け します 。

■翻訳 システムで"お もてな し" 総務省、

 東京五輪へ向け社会実験
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 2020年 の東京 五 輪 に向 け、 総務省 は

11日 、 日本 語や 英 語 な どで の会 話 を即 時

に翻 訳 す る シス テ ム の社 会 実験 を15年 度

に も始 め る計画 を 明 らかに しま した。

http:〃www.sankeibiz.jp!macrolnews11404

11/mca1404110703022-nl.htm

■翻 訳 費用 ・納期 を大 幅 に 削減 ・短縮!機

 械 翻訳 エ ンジン 「Globalese」 を4月8日

 よ り販 売 開始

 4月8日 よ り 、 株 式 会 社 川 村 イ ン タ ー ナ

シ ョ ナ ル は 、 ハ ン ガ リ ー のMorphologic

Localisation Ltd.と 国 内 販 売 代 理 店 契 約 を

締 結 し 、 同 社 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム

「Globalese(R)(グ ロ ー バ リ ー ズ)」 の 販 売

を 開 始 し ま し た 。

http:〃japan.cnet.com!release!30068204!

の ゴー ル デ ン ウイ ー クは いか が過 ご され た

で し ょ うか。 行 楽 に出 か けた 方 も多 いか と

思 い ます。 リフ レ ッシ ュ した ら気 持 ち を し

っ か り切 り替 え ま しょ う。 で は 、 メー ル マ

ガ ジン第20号 をお届 け します。

■Google翻 訳 には秘密 の特別版 があるの

 か?

 公 に 公 開 され て い るGoogle翻 訳 と、

AndroidやChrome用 の ソフ トウェア流通

サ イ トに組 み込 まれ て い るGoogle翻 訳機 能

の翻 訳精 度 の違 い につ いて述 べ てい ます。

http:〃cpplover.blogspot.jp/2014!051google.

html

■eBay自 動翻訳システムの開発 にカ を注

 ぐ!

■Google翻 訳にサイ トの 日本語テキス トを

 最適化 させるとい う考 え方 とその方法

 Google翻 訳 を使 っ て 日本 語 を英語 に翻

訳す る際 に気 をつ け るべ き 日本 語 の記 述 方

法 を記 して い ます 。 また 、 それ に基 づ き、

日本 語 の記 述 を書 き換 えた場 合 とそ うでな

い場合 の翻 訳結 果 の比較 を行 っ てい ます 。

http:〃kybrain.com!itlgoogle・translate・opri

mization/

 eBayがBRIC(ブ ラ ジル 、 ロシア、イ ン

ド、 中国)と い った 新 興 国へ の 更 な る投 資

を急 ぐ中で 、 「システ ム翻訳 」の シ ステ ムの

開発 への 取 り組 み につ い て述べ て い ます。

http:〃ameblo.jp!saats/entry-11817394632.

html

AAMT Fomm メール マガ ジ ン

20号(2014105109配 信)

 こん にちは。AAMT Forumメ ル マガ担

当です 。 目に は青 葉 に初 が っ お 、 さわや か

な季節 がや って まい りま した。 さて、今年
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一
言語処理学会第20回 年次大会での発表報告

AAMT機 械翻訳課題 調査委員会WG 1、 WG2

は じめに

 これ までAAMT機 械翻訳課題調査委員

会(以 下、課題調査委員会)は 機械翻訳に

関す る調査活動 を行ってきた。 また、その

調査結果 をAAMT総 会や本誌 を通 じて報告

してきた。 この調査結果を 自然言語処理の

研究者 に向 けて発信す るために、言語処理

学会第20回 年次大会(NLP2014、 北海道大

学、3月17-20日)に 於いて発表を行った。

本稿は、言語処理学会での発表内容の一部

を報告する。

調査の概要

 課題調査委員会が行 った機械翻訳に関す

るアンケー ト調査の 目的 は、機械翻訳 シス

テム活用の実態を把握す ることであった。

この調査は、 日本翻訳連盟(JTF)主 催の第

23回JTF翻 訳祭(2013年ll月27日)の 参

加者を対象 として行われた。ちなみに、JTF

翻訳祭 とは、翻訳者 、翻訳会社 、翻訳発注

企業 な どを対象 と して、講演会 、展示会が

行われ る1年 に1度 のイベン トである。

 この翻訳祭では、過去に実施 したアンケ

ー ト[1]と同様に、実務翻訳において どのよ

うに機械翻訳が活用 され ているかを調査 し

た。調査方法や結果は以下の通 りであった。

・調 査 実施 日

 第23回JTF翻 訳 祭(2013年11月27日)

・調 査方 法

 ア ンケー ト用 紙(A4表 裏)配 布 に よる無

記名 の調 査 と した 。 具体 的 に は翻 訳 祭 の 展

示 コーナーのAAMTブ ース前を通 りかかる

人に直接 アンケー ト用紙 を手渡 し、調査協

力者 を募 った。

・回答状況

 回答者数 は64名 であ り、翻訳祭参加者

(約800名)全 体に対す る回答率は8%程 度

であった。

・性 別 、年 齢

 年齢 は20代 か ら70代 まで分 布 してい る

が 、40代 が29名 と突 出 して多 か った。以 下、

30代(17名)、20代 及 び50代(と もに6名)

と続 く。 性別 は女性42名 に対 して男性22

名 で あ り、女性 の回答 者 の割合 が 高か った。

・回答 者 の職種

 回答者64名 の うち、35名(55%)が 翻 訳

者 であ り、21名(33%)が 翻 訳業 務 の管理

者 であ った。 この うち35名 の翻 訳者 の回 答

を抽 出 し、調 査結 果 と して報 告 した。

(1)フ リー ラン スの翻訳 者:17名

(2)翻 訳会 社 の社 内翻 訳者:7名

(3)(翻 訳会 社 以 外 の)企 業や 官 公 庁 の翻

  訳者:11名

(4)翻 訳 会社 の翻 訳業務 管理者 、 コーデ ィ

  ネ ー ター:15名

(5)(翻 訳 会社 以外 の)企 業や 官公 庁 の翻

  訳 業務 管理者 、 コー デ ィネ ー ター:6

  名

(6)そ の他 ・無 回答:8名
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・調査結果その1:利 用頻度

 まず、機械翻訳の利用頻度に関す る調査

結果 を報告 した。

 回答者の4割 以上(14名)が 機械翻訳を

「ほぼ毎 日」使 っている と回答 してい る。

「使 っていない」 と答 えた人は17%(6名)

のみで、機械翻訳は翻訳者に幅広 く浸透 し

ているといえそ うである。

市販 のPC翻 訳 ソフト

自社または翻訳会社など

で提供される翻訳システム

  〔サービス1

有料の翻訳サイト

無料の翻訳サイト

.a

潤
■フリーランス

翻 訳会 社

墾企 業 ・官 公庁

使っていない

年に数回

月に数回

週1～3回

ほぼ毎日

0 5

(人)

10 15

・調査結果その2:利 用する種類

 次に、翻訳者が利用す る機械翻訳の種類

を報告 した。

 翻訳者がよく使 う機械翻訳の トップは無

料の翻訳サイ トであった。翻訳 会社 などか

ら翻 訳 ソフ トが提 供 され る例 は少数 で あ

り、翻訳者が個人的に機械翻訳 を利用す る

ケースが大半を占めるよ うである。翻訳者

タイプ別に見ると、フ リー ランスの翻訳者

では圧倒 的に無料の翻訳サイ トが利 用 され

ている一方、翻訳会社 内の翻訳者では市販

のPC翻 訳 ソフ トを利用する割合 が高 くな

っている。

0 10

(人)

zo

 無料の翻訳サイ トが トップであることか

ら、機械翻訳 にとって手軽に使 えるこ とが

重要な条件 といえそ うである。このことは、

現在は利用が少ない市販のPC翻 訳 ソフ ト

が、その昔パ ソコンの付属 ソフ トとして流

布 していた当時は利用が多かったことか ら

も うかがえる。

・調査結果その3:期 待す る品質

 そ して、機械翻訳 に対 して期待す る品質

を報告 した。

 機械翻訳を翻訳の下訳 として使 いたい と

考える翻訳者が多い ようだが、その一方で、

機械翻訳は辞書引き レベル での使 用 と割切

っている翻訳者 もかな りの割合でい るこ と

がわかる。

辞書代わり

おおよその意味が分かること

翻訳の下訳として使えること

0 10

(人)

zo
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・調査結果その4:満 足度

 また、実際に機械翻訳 を利用 したことが

ある翻訳者の満足度を報告 した。

 機械翻訳の満足度を5段 階で評価 した結

果、「とても満足」 と回答 した翻訳者は皆無

だったものの、18%(6名)が 「やや満足」

と答 えてお り、現在 の翻訳システムでも使

い方次第で役 に立つ場面があ ることが うか

がえる。

とても満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

とても不満

5     10     15

  (人)

zo

の半分以下であ り、翻訳者 を満足 させ るた

めには、 さらな る翻訳品質の向上が不可欠

といえる。

・調査結果その4b:翻 訳機能の満足度

 機械翻訳について、機能 としては 「満足」

と答えた人(11名)と 「不満」 と答えた人

(10名)の 割合が拮抗 していることがわか

る。翻訳 ソフ ト/サ イ トの使い勝手につい

ては、品質ほ ど不満に感 じている翻訳者 は

いないよ うである。

とても満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

0

とても不満

・調査結果その4a:翻 訳品質の満足度

 満足度 の根拠 を具体的に知 るために、「翻

訳品質」 と 「翻訳機 能」 に分けて満足度 を

報告 した。

とても満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

とても不満

羅

o     s     io    is

      (人)

翻訳品質の満足度

zo

 翻訳品質に満足 していると答 えた人(5

名)の 割合 は不満であると答 えた人(12名)

0  2  4  6  8

      (人)

翻訳機能の満足度

10  12  14

・自由記述

 今回のアンケー トの 中に、「翻訳業務の効

率化 のた めに工夫 してい ることはあ ります

か?」 とい う自由記述形式の項 目を設けた

が、回答があったのは27名(42%)に とど

まった。 立ったままで回答 をお願い した こ

ともあ り、回答 も1行 以内の短い ものが大

半だった。

 他方、AAMTで は2012年 にWebに よる

アンケー トを実施 している。 このア ンケー

トに含 まれていた 「あなたが実践 している、

あるいはやってみたい翻訳 ソフ トの効果的

な使用方法 を教 えて くだ さい」 とい う設問

に対 しては、124名 か ら平均100文 字程度の

回答 を収集す ることができた。
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 そこで、今回の翻訳祭でのア ンケー ト結

果 と2012年 のWeb調 査による自由記述欄の

双方を もとに、翻訳者 が普段の業務 で実践

している機械翻訳の具体的 な活用方法 を調

査 し、その結果 を報告 した。以下、ユーザ

コメン ト(自 由記述)の 引用は、2012年 の

調査で収集 したものからの抜粋である。

 2013年 アンケー ト調査で翻訳業務 効率

化のための工夫について回答のあった27名

中ll名 が、自分用 もしくは部門用の用語集

を整備 していると回答 していた。翻訳者 の

多 くが、機械翻訳活用 において辞書整備 を

実践 していることが裏付 けられた。

 共有辞書については、次の ような要望を

紹介 した。

・分野別 の用語集 が共有できれば助 かる
。

また、その一方で次の よ うな興味深い指摘

も紹介 した。

・原文で専門用語の統一が されていない場

合には、用語集(共 有辞書)は 利用価値が

少ない。

・同業で も企業に依って訳語が異なるので、

共有辞書は危険。

 2012年 度調査の自由記述欄では、折 り返

し翻訳についての記述が 目に付 いた。折 り

返 し翻訳 とは機械翻訳の英文を修正 し、そ

の英文を もう一度機械翻訳で 日本語に し、

原文の内容 とあっているかチェ ックす る と

い う使 い方である。折 り返 し翻訳は、チ ャ

ッ ト翻訳 な どを使 うときに一般利用者 が使

うもの と予想 したが、一部 の翻訳者 にも積

極的に活用 されているよ うである。

  「利用する種類」において、翻訳者 に最

も多 く使われ てい るのは無料の翻訳サイ ト

とい う結果 となった。具体的な使い方 とし

ては原文の概要把握 に使 われ るケースが多

くあ り、その一部 を紹介 した。

・専門分野以外 の英文を読んでよくわか ら

ないときに翻訳 ソフ トにかける。

 少 し特殊 な使 い方 としては、機械翻訳が

得意 とす る言語対 に限定 して使 うケースや

ユニークな使い方 を紹介 した。

・ソース言語 がゲルマン語系の とき、一旦

Google翻 訳 で英 語 に 自動翻 訳 させ てか

ら、訳文(和 文)と 照合 して校正を行 う。

・韓国語の場合は 日本語へ直接翻訳 させて

いる。

・複数の翻訳サイ トを横断的に利用 して、

最 も適切 と思 われ る翻訳結果 を採用 して

いる。

 有償 ソフ ト/サ イ トについては、「数万円

は(高 くて)払 えない」 とい う指摘があ り、

無料サイ トとの対比で有償 ソフ ト/サ イ ト

の コス ト対 効果 が年 々 下が って いる こ と

が、結果 と して無料サイ トの利用 を増や し

ている可能性 を示唆 した。

 Webア ンケー トの 自由記述に含まれ る翻

訳者 か らの機械翻訳への要望のなかで、代

表的な記述も紹介 した。

・入力 した文 に関 して どのよ うな統語解析

が行われ、どの語が どう訳 され たか、とい

う処理過程 も訳文 といっ しょに出力 して

ほ しい。

これは完全 な翻訳 が出せない機械翻訳を実

務翻訳 に普及 させ るために憂慮すべ き課題

として位置づけた。 また、実務翻訳な らで
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はの要望 も紹介 した。

・構文上可能 なすべての訳 を提示 してほ し

い。

・くだけた表現 、フォーマルな表現 を訳 し

分けたい。

・原稿 の 日本語 を機械 翻訳 に適 した 日本語

に翻訳す る 『日日翻訳』を翻訳 ソフ トで使

いたい。

さいごに

 言語処理学会での発表 を通 して、機械翻

訳 に関心のある研 究者や学生諸氏 と機械翻

訳 につ い て様 々 な議 論 を行 うこ とがで き

た。 また、課題調査委員会の調査活動の今

後 の課題やAAMTと して取 り組むべき課題

も認識で きた。 さらに、この発表 を通 じて

AAMTが どの ような活動 を行 っている団体

か とい うことも認知 しても らえた。 これ ら

の ことか ら、一定の成果 は得 られ た といえ

る。
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ジ ャーナル,No51, pp.76。80,2012.

54



一
UTX Converter(UTX変 換 ツ ー ル)仕 様 書

AAMT機 械翻訳課題調査委員 会WG3

UTXチ ーム(AAMT)2014!05106版

 UTX Converter(UTX変 換 ツ ール)は 、 主 に以

下 の 機 能 を持 っ 。

● UTX形 式 フ ァイル がUTX仕 様 に 沿 っ て い る

  こ と を検 証 す る。

● UTX形 式 とそ の他 の フ ァイ ル 形 式 との相 互 変

  換 をす る。

ツー ル 開発 の基本 方針

● 開発コス トを抑えつつ、当初は単純だが役立

  つ機能に厳選 して実装す る。その後、優先度

  が高い機能を順次実装 していく。対応するフ

  ァイルの数など、将来的に拡張が予想 される

  場合は、その点を配慮 して設計する。

● 言語タグ、文字 コー ドなどの知識が少ないユ

  ーザーでも使いやすいよ うに配慮する。

● UI文 字列では専門用語を避ける。

● 操作をシンプルにする。

● オープン ソースの開発者の協力が得やすい

  配慮をする。 ソースコー ドを公開する。

使 用 シ ナ リ オ の 例

● Exce1上 でUTX用 語 集 を 手作 業 で 作成 した場

  合 に 、UTX仕 様 に 沿 っ て い るか チ ェ ッ クす る。

● UTXを 用 語 集 管 理 の ハ ブ と して 、各 形 式 へ の用

  語 追 加 をす る(1週 間 に1度 な ど)。 翻 訳 ソフ

  トA、用 語 ツー ルBな ど にそ れ ぞれ 独 自形 式 で

  用 語 追 加 を して しま う と、 集 中管 理 で きず 手

  間 が 増 え る。UTXを 中心 に して 、 UTX形 式 で 新

  規 用 語 を ま と め る よ う に し 、 そ の 後 、UTX

  Converterを 使 っ て 、各 形 式 に ワ ンス テ ップ で

  変換 で き る。

基本用件

・

・

・

・

・

・

・

作 成 した コー ドに 関す る著 作 権 は 、AAMT(ア

ジ ア太 平 洋機 械 翻 訳 協 会)が 保 持 す る。

コー ドは 、 著 作 権 を 明 示 した うえ で 改 変/商

用 利 用 を許 諾 し、 一 般 に公 開 され る(ク リエ

イ テ ィブ コモ ン ズ 「表示 」 に類 似 の ライ セ ン

ス を採 用す る 予 定)。

他 の 開 発 者 が コー ドを 改 変 ・追 加 しや す い よ

うに 、 英 語 で 動 作 の 説 明 を 簡 単 に記 述 す る。

変 数名 も省 略 しす ぎず 、分 か りや す い もの と

す る。

ツー ル の対 応OSは 、 Windows 7お よび8.1(32

ビ ッ ト版 、64ビ ッ ト版)と す る。

ツー ル の動 作 を テ ス トす るOSは 、 Windows 7

(64ビ ッ ト版)と す る(WindQws 8.1の 動 作

の テ ス トはAAMTで 行 う)。

検 証 ・変 換 用 の 部 分 は 、C++でDLLと して 作成

す る。 マ ル チ プ ラ ッ トフ ォ ー ム に す るた め 、

標 準 関 数 とSTLの み 使 用 す る こ と とす る。

UI部 分 は 、Visual Basic2008以 降 、Visual C++

2008以 降 、Visual C#2008以 降 な どで作 成 す

る。

バー ジ ョン0.1機 能要 件

1

2

M

バ ー ジ ョン0.1(テ ス ト用 、非 公 開)の 段 階 で

は 、試 験 的 な機 能 の み とす る。

イ ン タ ー フ ェ イ ス(エ ラー メ ッセ ー ジ な ど)

と コー ドの 説 明 は 英 語 のみ とす る(将 来 的 に

は 日本 語 化 す る)。

入 カ フ ァイ ル は 、*.utxフ ァイ ル(タ ブ 区 切 り

テ キス ト)と す る。
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4.

5.

入 力 ファイル は 、複 数 フォル ダー に存 在 す るファ

イル を複 数 指 定 可 能 とする(最 低100個 まで 処 理

できることを確 認 す る)。

メイン ウィンドウには 、以 下 のUI要 素 を含 める。

A) ドラッグ アン ド ドロップ 領 域(ラ ベ ル[(1)

  Drag and drop files)here to validate

  or convert.])

B) 入 力 フ ァイル の リスト ボックス(ラ ベ ル[(2)

  File(s)to validate or convert:】)。表 形 式

  で 、2列 目にファイル 名 、3列 目にパ ス名 を

  示 す 。1列 目には 処理 後の 処 理 結 果(成 功

  =OK、 失 敗=Failed)を 示 す。

C) [Clear all items]ボ タン。入 力 ファイル の リ

  ス ト ボ ックスの 下 に配 置 し、入 力 ファイル の

  リストを全 消 去す る。

D) 処 理 元 ファイル形 式 リスト ボ ックスと変 換 先

  フ ァイル 形 式 リス ト ボ ックス(ラ ベ ル[(3)

  Process Type])o

 1.  処 理 元 ファイル 形 式 リスト ボックス

    入 カ ファイル が ドロップ あるい は 指 定

    され たら、拡 張 子 か ら判 定 す るが 、CSV

    な どは 複 数 の 可 能 性 が あるの で 、正

    確 な 処 理 元 形 式 は 変 更 で きるように

    す る。

 ii.  変 換 先 ファイル 形 式 リスト ボ ックス

    以 下 の 項 目を持 つ リス トボ ックスを作

    成 す る。

    1.  [(Validation only)]リ ス ト

       ボ ッ クス 項 目(以 下 の 検 証 機

       能1・2に 該 当)

    2.   [Forbidden term list file]

       リス ト ボ ックス 項 目(以 下 の

       変 換機 能1に 該 当)

      [MultiTerm text file]リ ス ト

      ボ ック ス項 目(以 下 の変 換機 能2

      に該 当)

E) [Execute]ボ タ ン(上 記 処 理 の いず れ か

  を実 行 す る)。

6

7

8

9
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ii.

. 

11.

[File] メ ニ ユー

  [Add]コ マ ン ド:「フ ァイル を 開 く」

  ダ イ ア ロ グ を開 く。標 準 的 な[Open]

  ダ イ ア ロ グ ボ ック ス。 フ ァイ ル 名

  指 定 欄 に は 、変 換 可能 な フ ァイ ル 形

  式 の 拡 張 子 を含 め る。選 択 され た フ

  ァ イ ル を 入 力 フ ァ イ ル の リス トボ

  ッ クス に追 加 す る。

  [Exit]コ マ ン ド:プ ログ ラ ム を終

  了 す る(確 認 は不 要)。

[Help] メニ ュー

  [Help]コ マ ン ド:マ ニ ュアルURL

  を 開 く。現 状 で はAAMTサ イ トのUTX

  ペ ー ジ を表 示 す る。

  [About]コ マ ン ド:バ ー ジ ョン 、

  著 作権 情 報 、UTXペ ー ジのURLを 表

  示 す る。

変 換 中 は 以 下 の ウ ィ ン ドウ を表 示 す る。

(ア)[Processing…]テ キ ス ト ラ ベ ル と

   [Cancel]ボ タ ン を含 む ウ ィ ン ドウ。

検 証機 能1:ヘ ッダー と列 定義 の構 造 をチ ェ

ック して、 仕 様 どお りか を確 認 す る。

検 証 機 能2:品 詞 と用 語 ス テー タ ス(あ る場

合 の み)が 仕 様 ど お り か を 確 認 す る

(properNounの よ うな 、 UTX仕 様 書 で規 定 さ

れ て い る要 素名 の 綴 りが 正 しい か 、 半角 スペ

ー ス が 規 定 どお りか 、 な ど)。

検 証 後 の 処 理:検 証 後 の 結 果 は 、入 力 フ ァイ

ル の リス トボ ックス の1列 目に表 示 す る。 正

常 に処 理 され た フ ァイ ル は 入 カ フ ァイ ル リス

トの1列 目に 「OK」 と表 示 し、 異 常 が あ る フ

ァ イル は 「Failed」 と表 示 す る。 ま た 、 す べ

て の フ ァイ ル が 正 常 に処 理 され た 場 合 は メ ッ

セ ー ジ ボ ッ ク ス で 「No error is found.」 と

表 示 す る。 異 常 が あ る場 合 は 、 メ ッセ ー ジ ボ

ック ス に 「<N>error(s)were found.〈 改 行 〉〈

改 行>Do you wish to save the detailed errQr

information in a log file?」 ([Yes/1ま し、] /



   〔No/い い え]ボ タ ン)を 提 示 す る。[は い]

  の 場 合 は 、フ ァイ ル の保 存 ダ イ ア ロ グ ボ ック

  ス を表 示 す る。 元 フ ァ イ ル の フ ォル ダ ー を既

  定 で表 示 す る。 複 数 の フ ァイ ル を指 定 して お

  り、 フ ォ ル ダー が 複 数 あ る場 合 は最 後 に 開 い

  た フ ォル ダー を表 示 す る。

10.ロ グ フ ァイ ル の 各 行 は 「フ ァイ ル の フ ル パ ス

  (行 番 号):エ ラー メ ッセ ー ジ」 とす る。

11.変 換 機 能(共 通 仕 様):#で 始 ま る コ メ ン ト行

  を無 視 す る。

12.変 換 機 能1:禁 止 語 リス トの抽 出 と 出 力 を 行

  う。禁 止 語 リス トとは 、用 語 ス テ ー タス が 「禁

  止 」 とな っ て い る語 、 つ ま り 「禁 止 語 」 の み

  を 抽 出 した リス トで あ る。 禁 止 語 リス トは 、

  用 語 チ ェ ック ツー ル で 、禁 止 語 の チ ェ ッ クに

  使 用 で き る。 出 力 され る リス トは 訳 語 と品詞

  の タ ブ 区切 りテ キ ス トとす る。 品詞 はUTXの

  品詞 コー ドの ま ま とす る。

  変 換 結 果 は以 下 の フ ァイ ル 名 で 出力 す る。

    〈 元 の フ ァ イ ル パ ス 〉¥<元 の フ ァイ ル

  名 〉_forbidden_terms. txt

l3.変 換 機 能2:SDL Tradosの 用 語 管 理 ツ ー ル

  MultiTerm用 に 単 純 な 変 換 を 行 う。 具 体 的 に

  は 、UTXヘ ッダー を削 除 し、1列 目 に列 の 定 義

  を記 述 す る。列 の 定 義 はUTXと 同 様 だ が 、HTML

  言 語 タ グjaな どを 、言 語 タ グの 知 識 の な いユ

  ー ザ ー に も分 か りや す いJapaneseの よ うな語

  に 置 換 す る。 置 換 す る 主要 な 十 数 ヵ 国語 を別

  途 指 定 す る。

  ● HTML言 語 タ グ:

    <httn:〃www.w3.or¢/InternationaUartic

lesAanguage・tags/Overview.en.php>

● 主 要 言 語 タ グ:

  <htt:〃www. microsoft.comlresources1

  変 換 結 果 は以 下の フ ァイ ル 名 で 出力 す る。

    〈 元 の フ ァ イ ル パ ス 〉¥〈 元 の フ ァイ ル

  名>MultiTerm. txt

l4.変 換 後 の 処 理:変 換 時 に は検 証 も 同時 に行 う。

  した が っ て 、 変 換 後 に は 「検 証 後 の 処 理 」 と

  同 じ処 理 を行 う。

msdn/goglobaUdefault.msnx> の

作 業 シ ナ リ オ の 例

1. 入 力 フ ァ イ ル を ダイ ア ロ グ ボ ッ ク ス ま た は

  ドラ ッ グ ア ン ド ドロ ップ ボ ッ ク ス で 指 定

  す る(複 数 指 定 可 能)。

2. 入 カ フ ァ イル が 入 力 フ ァイ ル リス トに 表 示 さ

  れ る。

3. 変 換 処 理 を 実 行 す る 前 や 後 で 、[Clear all

  items]ボ タ ン を押 す と、リス トが 消 去 され る。

処 理 元 の フ ァイ ル 形 式 と変 換 先 の フ ァイ ル 形 式 を

指 定 し、[Execute]ボ タ ンを 押 す。

今後 の予 定

今後は実用性のある基本的な機能を実装する。以

下のような機能を検討 している。

ー

ワ
J

M

'c
fム

5

6

7

Windows7

フ ァイ ル の ドロ ップ領 域 を 画 面全 体 に 変 更。

UTX 1.20へ の対 応 。

英 語 に 加 え 、 日本 語 イ ン ター フ ェイ ス を作 成 。

フ ァイ ル 形 式 の 変 換 時 に失 われ る情 報 を ロ グ

に 出 力 。

検 証機 能 の 強 化 。

(ア)異 常 個 所 の 修 正 方 法 の 提 示 。

(イ)重 複 項 目の 指 摘 。

他 の用 語集 形 式 との 変 換 。

TBX形 式 、 MultiTermテ キ ス ト形 式 、 UPF形 式 、

MultiTerm XML形 式等 。

各 種 翻 訳 ソ フ トの ユ ー ザ ー 辞 書 形 式 と の 変

換 。

ATLAS(富 士 通)、 The翻 訳(東 芝)、 PC-Transer

(ク ロ ス ラ ン ゲ ー ジ)、 翻 訳 ピ カ イ チ 中 国 語(ク

ロ ス ラ ン ゲ ー ジ)、j・ 北 京(高 電 社) 、LogoVista

(ロ ゴ ヴ ィ ス タ)等 。
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8. そ の 他 の 形 式 へ の 変 換 。

  (ア)非 標 準 語 置 換 リス ト。 非 標 準 語 を 承認 語

    で置 換 す る た め の リス ト。

  (イ)禁 止 語 置 換 リス ト。 禁止 語 を 承認 語 で 置

    換 す る た め の リス ト。

9. TMX形 式 へ の変 換 。

  品詞 がsentenceの もの を抜 き出 し、 TMX形 式

  で保 存 す る。

10.複 数 のUTX形 式 の マ ー ジ機 能。

11.マ ニ ュア ル の 作 成 。

12.イ ンス トー ラの 作 成 。

purx c。nverter
ロ  ヒニ

巨k∋ Help

き

(1}Drag aril drop files)here to validate or convert.

(2)Files)to validate or convert:

Result  File

OK    AAMT glossaryutx
Failed   entry ng no srcutx

OK      Iegutx 1.03utx

OK      medutxl.Odutx

Path

D:YAAMT UTH testy

D:#AAMT UTX testy

D:#ARMY UTX testy

D:YAAMT UT>くtesty

C   lear   a  ll   ite  ms

(3} Process Type:

UTX file .i >  9、、額 ・一、 ・・-

Validation only

MultiTerm text file

、              h肖[煎  、     「  挿  再 ρ{ ・ 黒 Execute

D

図1.UTX Converter(UTX変 換 ツ ー ル)の 画 面 例
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p,p,MT会 員 の ひ ろぱ

AAMT会 員の新 たな交流 の場 をAAMT Journa1誌 面上で提供す るべ くスター トいた しま した 「AAMT会

員のひ ろば」、会員の皆 さまの ご助力 をい ただ きま して 、第一回のNo.41の スター トか ら第十三回 を迎

えることがで きま した。今号では、個人会員一名 さまか らの ご寄稿 をいただいてお ります。

独 自のお取組み の ご紹介、機 械翻訳研 究への提言 な ど、今 回 も貴重な ご意見 をお寄せいた だきま し

た。

AAMT Journa1で は今後 も引 き続 き、会員の皆 さまか らの ご寄稿 を心 よ りお待 ち してお ります。

 ご寄稿 ・お問い合わせはAAMT事 務 局(E-mail:AAMT-info@AAMT. info)ま で宜 しくお願 いいた します。

個 人 会 員(敬 称 略 ・50音 順)

会員名

春遍 雀 來(ハ ルペ ン ・ジャ ック)

Jack Halpern

日中韓辟典研 究所取締役社長

漢英字典刊行会編集長

自己紹介

ドイツ生まれ。6力 国に移 り住み、15力 国語を習得。イスラエルのキブツで漢字に魅せ られ、1973年5月 家族と

共に来 日。16年 を費やして漢字を体系的に学ぶ方法を考案し、1990年 に外国人向け漢字学習書 『新漢英字典』(研

究社)、1999年 に 『漢英学習字典』(講 談社)を 編纂 した他、多数の漢字学習辞典を作成 してきました。

その後は 日中韓各語の自然言語処理用大規模辞書編纂の傍 ら、著作業、ラジオやテ レビ出演、新聞 ・雑誌の取材

や講演会を数多く手掛けてきました。

現在は日中韓辟典研究所代表取締役 として各種辞書データベースの構築を続ける他、10か 国語による 『漢字学習

辞典シリーズ』の編纂に取 り組んでいます。

また、国際一輪車連盟の創立者、日本一輪車協会の常務理事 として、日本 と世界各国で一輪車スポーツの普及を

進めています。

59



MT/翻 訳 とのか かわ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

日本では機械翻訳の分野に於いて、長年ルールベース型の機械翻訳(RBMT)を 中心 とする傾向がありました。ル

ールベース型翻訳は文法や辞書デー タを手掛か りとする方式ですが、開発に膨大な時間と労力を要するため、現

在は壁にぶつかっていると言えるでしょう。

これに対 して、海外や一部の日本企業で注目を集めているのが統計型の機械翻訳(SMT)で す。これは辞書や文法

ルールを出発点 とせず、統計と数学的アルゴリズムに基いて翻訳を行 うもので、ルールベース型翻訳の土台とな

っている様々な 「言語知識」を必要 としない反面、膨大な量の対訳データ(コ ーパス)の 収集を必要 とし、翻訳

精度の向上にも限界があります。

これ らの状況を総合的に鑑み、現在注目を集めているのが両者の混合型機械翻訳(Hybrid)で す。有名なDr, Alan

Kayは 「機械翻訳には辞書情報 ・文法情報等の言語知識が不可欠である」と述べていますが、ハイブ リッド型機械

翻訳はルールベース型の基礎 となる辞書や文法ルールと統計型で利用 され るコーパスを複合的に活用する方式で、

大幅な翻訳精度向上が期待できます。

日中韓辞典研究所(CJKI)で は、日中韓各語のあらゆる側面を網羅 した包括的辞書デー タベースの開発 ・拡張を

行ってきました。先進的な計算辞書学の手法を用いて構築 ・維持が行われたCJKIの データベースは、下記のよう

な場面で活用されます。

1.固 有 表 現抽 出(NER)及 び 処 理

2.機 械 翻 訳 、 オ ン ライ ン翻 訳 ツー ル 及 び 音 声 処 理 技 術

3.情 報 検 索 技 術

4.書 籍 版 ・電 子 版 を含 む 各 種 辞 書

5.日 中韓 入 力 シ ステ ム(IME)や 形 態 素解 析

長年に亘って蓄積された約2400万 項 目に上る言語データベースには、一般語彙の意味属性や品詞等の詳細な文法

情報に加え、専門用語及び固有名詞が収録されています。とりわけ1000万 項 目に上る日中韓固有名詞データは、

貴重な辞書データとしてハイブリッド型機械翻訳は勿論、NER等 を支える有効な情報とな り得るものです。

私たちは世界有数の 日中韓並びにアラビア語辞書データの提供者 という役割を担い、世界を代表する数々の企業

や ソフ トウェア開発者に高品質の語彙資源 を提供 してきました。これからも機械翻訳を始めとする自然言語処理

の分野に大いに貢献していきたいと願っています。
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  協会活動報告

(2014年4月 ～2014年5月)

機械翻訳課題調査委員会

2014年4月18日(2014年 度 第1回)

① 前回委員会の議事録 の確認

② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

      ・UTX変 換 ツールのライセ ンスについて

      ・UTXの 新 しい ウェブサイ トの作成に関す る検討

      ・ISO Berlinの 参加の可否についての検討

      ・UTX仕 様検討

③ 全体会議

      ・2014年 度AAMT総 会 ・講演会 ・展示会について

      ・AAMT長 尾賞学生奨励賞の新設 と応募 よびかけについて

      ・AAMT総 会 ・報告会における展示 について

      ・AAMT新 ウェブサイ トに対す るコメン ト交換など

編集委員会

・総会号発行に向けての編集作業

インターネッ トWG

① 新AAMTホ ームページ公開に向けた準備

   ・新ホームペー ジの更新 ・チェック体制の確 立(完 了)

   ・専門作業者 によるコンテンツ作成体制の確立(完 了)

   ・旧ホームページコンテ ンツの移行(作 業中)

   ・旧ホームページ以降の差分 コンテンツの作成(作 業中)

   ・総会時期の新ホームページ公開に向けた手順検討(検 討 中)

② 既存AAMTホ ームページの更新

③AAMT Forumメ ール マ ガ ジ ンの コ ンテ ン ツ作 成 ・配 信 業務 の

  の移管作業(完 了)

④ 他委員会のAAMTホ ームページ利用に関するサポー ト

⑤ その他、事務局ネ ッ トワー クのインフラ管理全般

、課 題調 査 委 員会 へ
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AAMT/Jap i o特 許翻 訳 研究会

2014年5月9日(金)(2014年 度 第1回)

1.新 年度 の ご挨拶 ・新 メンバ ー ご紹介(委 員長)

2。報告 書寄稿 内容説 明(各 著者)

3.拡 大評価 部会関連(江 原 先生)

4.シ ンポ ジウム関連

5.次 回の開催 について

  ・ 開催 の 日時

  ・ 主な議題

AAMT/Jap i o特 許翻 訳 研究会 拡 大 評価 部会

2014年5月9日(金)(2014年 度 第1回)

1.今 年度 の活動計画

1.-1自 動評価 グル ープ

1.-2人 手評価 グル ープ

1.-3テ ス トセ ッ トグループ

2.基 本文テ ス トセ ッ トの現状

3.中 日ツ リーバ ンク とそ の応用
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一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

今号の巻頭言は、情報通信研究機構 隅田 英一郎様より、御寄稿を頂きま した。

先 日、言語処理学会の第20回 年次大会が北海道大学にて開催され、理事の長尾真先生が 「NLPの 過去,現 在,将

来」と題 して特別講演をされま したが、今号におきましては、この御講演の内容に基づきまして、貴重な特別寄

稿を頂きま した。

また、研究関係ならびに言語資源に関する御寄稿 として、情報通信研究機構内山 将夫様 より、同機構における機

械翻訳技術の研究動向に関する御寄稿を、また、科学技術振興機構 中澤敏明様 より,ア ジア学術論文抜粋コー

パスに関する御寄稿を、それぞれ頂きました。

理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第三弾を頂きました。

さらに、シンポジウム報告として、関西外国語大学 内田真弓先生、一般財団法人テクニカルコミュニケーター協

会 山崎 敏正様、富士通研究所 岩倉友哉様より、 「通訳翻訳テクノロジー研究プロジェク ト」第一回会合、第5

回産業 日本語研究会 ・シンポジウムにおける最新のテクニカルコミュニケーション動向報告、言語処理学会第20

回年次大会ワークショップ 「自然言語処理の発展に向けた情報共有 ・討論」にっいて、それぞれ御報告頂きまし

た。

新 た な サ ー ビ ス ・製 品 の紹 介 と して 、 日本 発 明 資料 株 式 会 社 本 間 奨様 よ り、特 許 翻 訳 用 シ ス テ ムMT P且us ll/NEF

スプ レッ ドの 紹 介 を御 寄 稿 頂 き ま した。

AAMT内 の活動報告 として、AAMT!Japio特 許翻訳研究会からは、拡大評価部会の活動について御寄稿頂きま した。

機械翻訳課題調査委員会からは、これまで行ってきた機械翻訳に関する調査活動の報告を言語処理学会第20回 年

次大会にて行った様子、用語集形式UTX変 換ツール 仕様書、および、 「AAMTフ ォーラムメールマガジン

バックナンバー」を掲載いたしました。

その他、 「AAMT会 員のひろば」の企画におきましては、個人会員の紹介文1件 を掲載 しま した。

63



AAMT
Asia・Pac箇c Association for Machine Translation

AAMT入 会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧め します。

               **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読がで きます。

会員 には、機 関誌 であ るAAMT Journal (年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。購読料 は年会費 に

含まれてい ます。

2.機械翻訳関連 の最新情報 をメー ルでお届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新の機 会翻訳関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポジ ウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連記事 の紹介

な ど盛 りだ くさん です。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査 活動に参加 し、機 械翻訳や翻訳 に関心 のあ る方 との交流 を深 め、

知見 を広め る ことができます。

機械翻訳 に関す る言語資料 の調査 、広報 、標 準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことができます。

4.関 連機 関の主催す る国際会議 に参加 できます。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催 す る会議や

ワークシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association for Machine Translation

年会費 は以下 の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個 人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年 会費  5,000円(学 生は学 生会費1,000円)

ご関心 のある方は、事務局までお問 い合わせ くだ さい。

アジア太 平洋機 械翻訳協会(AAMT)

ホームペー ジ:http:〃www.aamt.info

電子 メール:aamt-infb@aamt.IllfO
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          入会 申込 書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致 します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メール ア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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